
バ
ト
ゥ
ミ
の
出
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人

一
九
〇
五
年
革
命
期
の
労
働
運
動
と
民
族
的
要
因
－

伊

藤

順

二

【
要
約
】
　
西
グ
ル
ジ
ア
の
石
油
積
出
港
バ
ト
ゥ
ミ
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
関
与
の
下
で
死
看
十
数
名
を
出
し
た
一
九
〇
二
年
三
月
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
契
機
に
、

攻
撃
的
労
働
運
動
が
展
開
す
る
。
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
ダ
リ
ア
地
方
出
身
の
畠
稼
労
働
者
を
中
心
勢
力
と
し
て
、

〇
五
年
革
命
以
前
か
ら
「
独
裁
的
」
権
威
を
誇
っ
た
。
実
質
的
チ
ロ
ル
容
認
と
、
鵬
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人
の
同
郷
人
集
団
の
結
束
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
バ

ク
ー
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
以
来
、
ザ
カ
フ
カ
ス
全
域
で
民
族
対
立
が
重
大
化
し
、
委
員
会
も
ダ
リ
ア
人
以
外
か
ら
は
民
族
的
偏
り
を
従
来
以
上
に
警
戒

さ
れ
る
。
し
か
し
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
し
て
の
民
族
的
利
害
ゆ
え
に
ダ
リ
ア
人
は
委
員
会
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
党
派
が
グ

ル
ジ
ア
人
の
民
族
的
利
害
を
吸
収
し
た
」
と
い
う
通
説
は
、
む
し
ろ
同
時
代
の
他
民
族
の
目
か
ら
見
た
限
り
で
正
当
化
さ
れ
る
議
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
昭
巻
四
号
　
二
〇
〇
一
年
七
月

バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

は
　
じ
　
め
　
に

　
ザ
カ
フ
カ
ス
（
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
サ
ス
）
の
黒
海
沿
岸
に
位
置
す
る
グ
ル
ジ
ア
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
領
内
で
最
も
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
勢
力
が
強
か

っ
た
地
域
で
あ
る
。
西
グ
ル
ジ
ア
の
ダ
リ
ア
地
方
で
一
九
〇
二
年
に
始
ま
っ
た
農
民
運
動
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
指
導
し
た
世
界
初
の
農
民

　
①
反
乱
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
生
壁
の
支
持
を
も
獲
得
し
、
民
族
主
義
的
他
党
派
を
凌
駕
す
る
勢
力
と
な
り
、
一
七
年
革
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命
後
は
赤
軍
侵
攻
ま
で
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
の
政
権
政
党
と
な
っ
た
。

　
農
毘
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
治
活
動
が
接
合
さ
れ
た
最
初
期
の
例
と
し
て
グ
ル
ジ
ア
は
漏
壷
深
い
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
・
経
緯

の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
グ
ル
ジ
ア
本
国
で
の
研
究
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
対
す
る
政
論
的
釈
明
と
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
・
．
農
民
の
「
団
結
」
を
当
然
聾
し
、
一
九
〇
五
年
前
「
血
の
日
曜
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
運
動
史
上
の
画
期
と
す
る
な
ど
、
図
式
的
側
面
も
強
い
。
こ
の
傾
向
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
で
旧
西
側
諸
国
の
研
究
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
領
内
の
少
数
民
族
と
し
て
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
を
考
察
す
る
視
点
が
強
か
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
こ
の
視
点
か
ら
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
グ
ル
ジ
ア
で
高
い
支
持
を
獲
得
し
た
背
景
に
つ
い
て
の
定
説
的
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
カ
フ
カ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
商
業
活
動
に
活
躍
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
政
治
的
支
配
者
だ
っ
た
ロ
シ
ア
人
に
比
べ
、
グ
ル
ジ

ア
人
は
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
劣
位
に
あ
っ
た
。
反
1
1
商
人
的
倫
理
観
と
反
闘
専
制
の
主
張
を
も
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
活
動
は
、
こ
の
グ

ル
ジ
ア
人
に
と
っ
て
の
「
政
治
的
武
器
」
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
主
張
が
グ
ル
ジ
ア
人
の
民
族
的
不
満
を
吸
収
し
た
、
と
い

　
　
　
　
③

う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ザ
カ
フ
カ
ス
の
労
働
運
動
と
民
族
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
る
新
し
い
研
究
と
し
て
は
、
シ
ュ
ー
ニ
ー
が
著
名
で
あ
る
。
彼
は
チ
フ
リ

ス
や
バ
ク
ー
で
の
民
族
的
出
自
と
階
層
格
差
・
賃
金
格
差
と
の
相
関
を
明
ら
か
に
し
、
労
働
運
動
と
民
族
問
題
と
の
密
接
な
連
関
を
示
し
て
い

④る
。
し
か
し
シ
ユ
ー
ニ
ー
も
、
グ
ル
ジ
ア
人
の
間
で
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
人
気
、
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
首
府
チ
フ
リ
ス
（
ト
ビ
リ
シ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
統
計
的
状
況
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ
た
「
民
族
的
利
益
伏
在
論
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
補
強
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
状
況
を
多
少
図
式
化
し
て
い
え
ば
、
旧
ソ
連
の
無
二
は
階
級
的
視
点
、
西
側
の
研
究
は
民
族
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
グ
ル
ジ
ア
史
を

見
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
シ
ュ
ー
二
！
の
「
階
級
と
艮
族
と
の
重
な
り
合
い
」
と
い
う
視
点
に
共
感
し
つ
つ
、
首
都
チ
フ
リ
ス
で
は
な
く

農
民
運
動
の
中
心
地
で
あ
る
西
グ
ル
ジ
ア
の
地
域
的
状
況
を
重
視
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
イ
リ
（
1
1
若
き
ス

タ
ー
リ
ン
）
も
労
働
運
動
に
関
与
し
た
石
油
積
出
港
バ
ト
ゥ
ミ
が
浮
上
し
た
。
バ
ト
ゥ
ミ
の
流
血
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
参
加
し
、
生
地
ダ
リ
ア
農
村
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に
送
還
さ
れ
た
出
稼
労
働
者
は
、
農
村
で
の
農
民
運
動
の
発
起

人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
民
族
構
成
が
比
較
的
等
質
な
西
グ
ル

ジ
ア
農
村
と
異
な
り
、
バ
ト
ゥ
ミ
は
多
民
族
都
市
だ
っ
た
。

「
民
族
」
に
関
わ
る
問
題
意
識
は
、
農
村
部
で
は
比
較
的
稀
薄

だ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
バ
ト
ゥ
ミ
は
農
村
部
と
は
異
な
る
民

族
的
・
経
済
的
・
政
治
的
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
支
持
拡
大
の
契
機
を
西
グ
ル
ジ
ア

の
農
民
運
動
に
み
る
と
し
て
も
、
そ
の
議
論
は
バ
ト
ゥ
ミ
に
対

す
る
概
究
で
補
完
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
筆
者
は
、
「
階
級
」
「
民
族
」
と
い
っ
た
規
定
を
同
時
代

的
奮
説
の
な
か
で
捉
え
る
必
要
を
も
強
く
感
じ
た
。
一
九
〇
五

年
の
ザ
カ
フ
カ
ス
で
は
、
二
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
石
油

都
市
バ
ク
ー
で
起
こ
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
事
件
を
契
機
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ム
ス
リ
ム
と
の
衝
突
が
各
地
で
頻
発
す
る
。

民
族
対
立
の
激
化
は
、
革
命
運
動
側
か
ら
は
政
府
や
「
反
動
勢

力
」
に
よ
る
運
動
弾
圧
の
｝
手
段
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

ゆ
え
に
、
社
民
系
組
織
は
自
ら
の
運
動
の
国
際
性
（
超
民
族
性
）

を
、
以
前
に
も
増
し
て
強
調
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、

ダ
リ
ア
出
身
の
著
名
な
言
語
学
者
マ
ル
は
、
〇
五
年
八
月
頃
に
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ダ
リ
ア
を
訪
れ
、
非
民
族
主
義
的
側
面
を
強
調
し
つ
つ
運
動
を
賞
賛
し
て
い
る
。
「
ダ
リ
ア
人
が
民
族
問
題
・
教
会
・
民
族
教
会
に
無
関
心
で

あ
る
こ
と
は
［
…
…
］
彼
ら
が
今
日
、
実
際
に
、
民
族
的
世
界
観
か
ら
果
て
し
な
く
全
人
類
的
な
理
想
へ
き
っ
ぱ
り
と
抜
け
出
た
こ
と
、
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

キ
リ
ス
ト
教
的
理
想
を
超
越
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
「
自
ら
は
グ
ル
ジ
ア
人
で
あ
る
演
説
者
某
は
、
自
分
を
ロ
シ
ア
の
社
会
民
主
主
義
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
同
一
視
し
た
の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ジ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
主
義
的
な
要
素
を
拒
否
し
た
。
」
「
現
在
彼
ら
の
間
に
は
分
離
主
義
的
な
も
の
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

く
見
ら
れ
な
い
し
、
地
方
主
義
匪
民
族
主
義
的
な
も
の
さ
え
な
い
。
」

　
こ
う
し
た
強
調
が
戦
略
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
族
衝
突
は
「
基
本
的
傾
向
を
特
徴
づ
け
る
も
の
」
で
は
な
く
、
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

民
族
間
に
は
友
好
的
関
係
が
保
た
れ
て
い
る
、
と
マ
ル
は
主
張
す
る
が
、
こ
の
一
報
説
は
民
族
問
題
の
重
大
さ
を
逆
説
的
に
暗
示
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
先
行
研
究
は
重
視
し
て
い
な
い
が
、
「
畏
族
的
利
益
伏
在
論
」
も
実
は
同
時
代
か
ら
散
見
さ
れ
る
議
論
だ
っ
た
。
既
に
一
九
〇
三

年
に
、
バ
ト
ゥ
ミ
駐
留
軍
参
謀
本
部
の
ウ
ー
ソ
フ
中
佐
が
、
出
稼
ぎ
グ
ル
ジ
ア
人
の
反
政
府
活
動
を
「
分
離
主
義
の
は
け
ぐ
ち
」
と
形
容
し
て

　
⑪い
る
。
〇
五
年
に
ザ
カ
フ
カ
ス
を
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
リ
も
、
革
命
運
動
へ
の
～
部
グ
ル
ジ
ア
人
貴
族
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

持
に
触
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
運
動
の
背
後
に
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
少
数
民
族
の
参
加
す
る
政
治
活
動
イ
コ
ー
ル

民
族
主
義
運
動
」
と
い
う
先
入
見
が
看
取
さ
れ
る
が
、
「
労
働
者
の
国
際
性
」
を
称
揚
し
つ
つ
も
、
完
全
に
超
民
族
集
団
的
に
は
な
ら
な
か
っ

た
運
動
の
実
情
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
同
時
代
の
運
動
へ
の
視
点
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
五
年
以
降
、
つ
ま
り
霊
堂
衝
突
が
本
格
化
す
る
時
期
に
お
い
て
、
「
階
級
」
を
表
面
的
主
張
、
「
民

族
」
を
そ
の
裏
に
隠
れ
た
欲
望
、
と
単
純
に
図
式
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
マ
ル
の
言
説
の
紹
介
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
毘
族
」
的

原
理
は
グ
ル
ジ
ア
人
活
動
家
か
ら
す
れ
ば
敢
え
て
否
定
的
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
活
動
家
が
「
部
族
」
で
は
な
く
「
階
級
」

に
固
執
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
で
も
グ
ル
ジ
ア
人
主
体
の
運
動
が
民
族
的
利
益
を
伏
在
さ
せ
る
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
、
を
併
せ
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
多
民
族
都
市
バ
ト
ゥ
ミ
で
の
、
一
九
〇
五
年
年
末
ま
で
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
の
労
働
運
動
を
考
察
す
る
。
史
料
と
し
て
は
、
警
察
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バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

報
告
は
諸
史
料
集
を
使
い
、
他
に
グ
ル
ジ
ア
語
日
刊
紙
・
週
刊
紙
を
使
用
し
た
。
社
民
鎧
組
…
織
（
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
カ
フ
カ
ス
連
盟
）
は

「
合
法
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
機
関
誌
」
と
し
て
週
刊
㎎
身
重
．
§
蕊
『
旅
人
ξ
§
誌
を
出
し
て
い
る
。
非
合
法
紙
『
闘
争
b
ご
、
葺
も
蕊
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ど
も
　
部
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
日
刊
『
イ
ヴ
エ
リ
ア
冒
ミ
豊
は
政
治
的
に
は
保
守
派
、
日
刊
『
情
報
紙
葉
寡
ミ
ミ
島
津
、
欝
崖
は
エ
ス
エ
ル

（
社
会
主
義
考
1
1
革
命
家
党
）
寄
り
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
民
族
主
義
的
傾
向
が
強
く
、
政
府
系
史
料
と
合
わ
せ
て
社
民
系
各
紙
の
党
派
性
に
対
す

る
補
完
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
〇
年
代
に
『
革
命
史
料
肉
ミ
。
ミ
陰
祭
さ
職
§
乱
誌
上
な
ど
で
公
表
さ
れ
た
各
種
回
想
も
、
比
較
的
歪
曲

の
少
な
い
史
料
と
言
え
よ
う
。
ア
ル
メ
ニ
ア
語
・
ム
ス
リ
ム
諸
善
語
の
史
料
は
今
回
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
バ
ト
ゥ
ミ
は
地
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
国
境
間
近
に
位
置
す
る
。
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
は
概
ね
正
教
を
民
族
宗
教
と

し
た
。
だ
が
周
辺
農
村
部
1
ー
ア
チ
ャ
ラ
地
方
は
宗
教
的
に
異
な
る
状
況
下
に
あ
っ
た
。
更
に
多
民
族
都
市
と
し
て
、
多
数
の
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル

メ
ニ
ア
人
・
ム
ス
リ
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
人
は
グ
ル
ジ
ア
人
と
同
じ
正
教
を
信
仰
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
言
語
系
統
や
使
用
文

字
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
独
自
の
文
字
・
雷
語
と
単
性
論
に
立
つ
独
自
の
教
会
を
も
つ
。
ま
た
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
自
体
が
一

枚
岩
で
は
な
く
、
「
ダ
リ
ア
人
」
「
メ
グ
レ
リ
人
」
な
ど
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
下
位
区
分
と
し
て
も
っ
て
い
た
。
以
下
で
は
ま
ず
、

ア
チ
ャ
ラ
地
方
と
バ
ト
ゥ
ミ
の
人
口
構
成
を
概
観
し
よ
う
。

①
ω
ぎ
匿
p
門
8
匹
g
知
浅
讐
M
N
8
争
O
ぶ
寄
ミ
銭
§
翁
犠
さ
ミ
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粋
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詞
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ピ
。
鼠
o
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。
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唱
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－
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メ

②
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象
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N
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勇
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寒
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》
簿
貯
ミ
向
ミ
ゆ
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邑
レ
O
。
。
刈
（
ア
チ
ャ
ラ
に
お
け
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一
九
〇
五
…
十
七
年
革
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の
反
響
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名
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拝
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．
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こ
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回
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。
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等
を
参
照
。
す
く
な
く
と
も
時
代

　
区
分
に
早
れ
ば
、
×
帥
景
象
窟
錆
ω
o
“
り
ご
5
．
．
．
勺
0
8
自
δ
娼
鵠
6
0
Ψ
お
鶏
塁
．
図

　
門
唱
《
ω
§
㌦
ミ
。
ミ
§
ミ
竃
臭
農
、
鰯
Q
ミ
ミ
臭
裂
弓
．
一
壷
ρ
o
◎
鼻
－
＝
ω
一
編
m
×
窪
目
塁
≧
♂
冨
．

〉
．
、
Q
9
べ
爲
富
【
§
偽
工
竃
㊦
曽
随
◎
。
【
§
窺
。
。
晒
O
高
8
へ
器
．
）
．
↓
α
麟
自
恕
罫
6
い
G
。
甲

円
も
吻
犀
く
潔
、
餌
二
帥
　
℃
ゴ
H
ヨ
餌
戸
　
　
謡
ら
》
蛇
ミ
恥
ミ
越
q
O
貯
鷺
執
疑
識
ミ
O
魯
ミ
O
ぴ
蹄
蹄
h
げ
篭
縁
謡
ミ
・
‘

神、

槙
麻
~
黛
c
Q
◎
O
霧
雲
毒
汽
㌧
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四
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解
し
⑩
α
⑩
（
ア
チ
ャ
ラ
の
革
命
運
動
史
論
集
Y

な
ど
の
五
〇
年
代
後
半
の
研
究
の
方
が
柔
軟
で
あ
る
。
近
年
で
は
囚
。
ン
声
×
長
器
“

↓
③
｝
ぐ
で
器
噛
b
ロ
ミ
ミ
g
窪
h
肉
。
ミ
選
N
ミ
。
曾
酷
o
G
◎
黛
ミ
＄
竃
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』
ぴ
ミ
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窪
N
§
o
O
窺

勒
亀
こ
一
…
喬
ト
　
へ
N
C
◎
O
メ
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℃
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礒
　
～
N
．
｝
　
（
薗
冥
目
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で
0
轟
）
O
℃
m
目
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昌
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麟
犠
O
弓
順
凶
↓
）
、
円
餌
　
刷
剛
9
「
O
で
謹
謹
　
類

ω
属
。
ぞ
自
・
量
籠
蟹
ひ
鵠
．
無
二
帥
自
σ
。
二
×
順
凶
日
窒
軽
剛
．
）
月
9
筥
酬
曲
。
ぎ
｝
ゆ
O
メ
な
ど
、
専
ら
民

族
的
視
点
に
立
脚
し
た
研
究
も
繊
て
い
る
。
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6

③
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
門
グ
ル
ジ
ア
の
知
識
人
と
農
民
運
動
ー
メ
ン

　
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
「
国
民
政
党
」
化
の
起
源
i
」
『
西
洋
史
学
』
一
九
九
九
、
第
一

　
九
五
号
、
一
⊥
一
一
頁
、
序
文
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参
照
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文
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翻
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⊃
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。
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第
［
章
　
ア
チ
ャ
ラ
の
併
合

「
ム
ス
リ
ム
ー
ー
グ
ル
ジ
ア
人
」
の
農
材

　
バ
ト
ゥ
ミ
と
周
辺
地
域
1
ー
ア
チ
ャ
ラ
》
o
駝
ゆ
鑓
地
方
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ア
ジ
ヤ
リ
ア
）
が
帝
政
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
の
は
一
八
七
七
－
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
の
露
土
戦
争
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
チ
ャ
ラ
住
民
の
大
多
数
1
1
「
ア
チ
ャ
ラ
人
」
は
グ
ル
ジ
ア
語
南
西
部
方
言
を
話
す
が
、
数
世
紀
前
か
ら

イ
ス
ラ
ム
化
し
、
ほ
と
ん
ど
が
正
教
徒
だ
っ
た
他
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
ア
チ
ャ
ラ
人
」
は
グ
ル
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ジ
ア
人
の
単
な
る
下
位
区
分
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
代
に

な
っ
て
も
、
住
民
は
マ
ド
ラ
サ
（
ム
ス
リ
ム
の
学
校
）
で
書
記
雷

語
・
教
育
語
と
し
て
ト
ル
コ
語
を
習
得
し
て
お
り
、
知
識
人
も
グ

ル
ジ
ア
文
字
は
書
け
な
か
っ
た
。
家
庭
内
で
は
、
特
に
女
性
は
専

ら
グ
ル
ジ
ア
語
を
話
し
て
い
た
が
、
ト
ル
コ
語
の
語
彙
を
よ
り
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
取
り
入
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
一
九
世
紀
の
グ
ル
ジ
ア
人
に
と
っ
て
、
正
教
は
既
に
「
民
族
的

宗
教
」
だ
っ
た
。
ア
チ
ャ
ラ
に
近
く
ム
ス
リ
ム
の
グ
ル
ジ
ア
人
が

多
か
っ
た
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヘ
テ
イ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
観
察
が
見
ら

れ
る
。

　
　
ジ
ャ
ヴ
ァ
ヘ
テ
ィ
の
グ
ル
ジ
ア
人
住
民
の
多
く
は
、
グ
ル
ジ
ア
語

　
　
や
父
祖
の
習
慣
・
儀
礼
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
量
口
語
や
慣
習
が

　
　
堕
落
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ジ
ア
存
立
の
第
一
の
基
盤
た

　
　
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
さ
え
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
村
も
、
当

　
　
郡
に
は
散
見
さ
れ
る
そ
う
だ
。
［
…
…
］
当
地
の
識
者
は
、
あ
ら

　
　
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
こ
の
同
胞
が
幾
ら
か
で
も
正
気
を
取
り
戻

　
　
し
、
『
自
分
は
誰
だ
っ
た
か
、
儒
だ
っ
た
の
か
臨
に
思
い
当
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
よ
う
、
尽
力
し
て
い
る
。

ア
チ
ャ
ラ
に
対
し
て
も
同
様
の
嘆
き
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
ア
チ

7 （509）



表1　バトゥミ郡の民族構成（1897）（市を除く）

ロシア入 アルメニア入 グルジア人 ギリシャ人 「タタール」

1786 281
　　　51404

､ちムスリム50637
1886 16U

出典：Kaθrca3crcabl　Kaneκ∂apb　Ha　190Z　TIIcpAHcs，1906，　II　oT几．，　c．95－99．

　　　　　　　　　表2　バトゥミ市の民族構成（1897）

ロシア人 アルメニア人 グルジア人 ギりシャ入 「二三ーール」

7144 6839
　　　6086

､ちムスリム176
2764 2137

出典：

ヤ
ラ
は
ム
ス
リ
ム
支
配
に
よ
っ
て
教
会
や
言
語
が
破
壊
さ
れ
「
三
〇
〇
年
間
我
々
か
ら
引
き
離
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
た
兄
弟
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ア
チ
ャ
ラ
の
ム
ス
リ
ム
化
は
数
世
紀
間
の
ム
ス
リ
ム
支
配
に
屈
し

た
「
堕
落
」
と
し
て
表
象
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
併
合
後
間
も
な
い
八
一
年
に
、
バ
ト
ゥ
ミ
に
最
初
の
二
級
制
学
校
が
創
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七

九
年
に
チ
フ
リ
ス
で
発
足
し
た
「
グ
ル
ジ
ア
読
み
書
き
普
及
協
会
」
の
全
面
的
援
助
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
最
初
の
例
だ
っ
た
。
協
会
は
東
グ
ル
ジ
ア
ー
ー
チ
フ
リ
ス
県
を
主
要
な
活
動
領
域
と
し
て
お
り
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
ゥ
ミ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
ま
た
九
四
年
正
月
に
は
「
グ
ル
ジ
ア
の
夕
べ
」
が
バ
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ミ
で
開
催
さ
れ
、
以
後
恒
例
の
新
年
祝
賀
行
事
と
な
る
。
こ
れ
は
学
校
生
徒
に
よ
る
寸
劇
や
合
唱
を
中

心
と
し
、
参
加
費
は
教
育
目
的
の
寄
付
金
と
な
っ
た
。
民
族
主
義
的
傾
向
を
持
つ
啓
蒙
知
識
人
に
と
っ

て
、
ア
チ
ャ
ラ
人
の
「
再
教
育
」
1
1
同
化
は
重
要
な
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
九
七
年
の
統
計
で
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
郡
農
村
部
の
識
字
率
は
男
性
八
・
○
％
、
女
性
一
・
一
％
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

過
ぎ
ず
、
こ
れ
は
西
グ
ル
ジ
ア
匪
ク
タ
イ
シ
県
の
平
均
と
比
較
し
て
顕
著
に
低
い
。
宗
教
的
差
異
も
保

た
れ
て
い
た
。
表
一
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
バ
ト
ゥ
ミ
郡
農
村
部
の
住
民
は
「
ム
ス
リ
ム
の
グ
ル
ジ
ア

人
」
で
占
め
ら
れ
る
。
後
に
ソ
連
邦
下
に
「
グ
ル
ジ
ア
共
和
国
」
が
成
立
し
た
と
き
も
、
ア
チ
ャ
ラ
は

「
ア
ジ
ヤ
リ
ア
自
治
共
和
国
」
の
地
位
を
得
て
い
る
。
「
民
族
」
を
共
和
国
・
自
治
共
和
国
の
設
立
基

盤
と
す
る
建
前
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
宗
教
」
を
分
立
の
基
盤
と
す
る
点
で
異
例
の
こ
と
で
あ
る
、

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
配
慮
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
チ
ャ
ラ
の
「
グ
ル
ジ
ア
」
へ
の

帰
属
意
識
は
比
較
的
低
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
こ
れ
は
農
村
部
の
状
況
で
あ
り
、
バ
ト
ゥ
ミ
市
で
は
多
少
様
相
を
異
に
す
る
。

8 （510）



ニ
　
バ
ト
ゥ
ミ
の
グ
ル
ジ
ア
人

バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

　
バ
ト
ゥ
ミ
は
黒
海
沿
岸
の
良
港
と
し
て
、
ロ
シ
ア
併
合
後
急
速
に
発
展
を
遂
げ
る
。
早
く
も
併
合
五
年
後
の
一
八
八
三
年
に
は
、
カ
ス
ピ
海

沿
岸
の
バ
ク
ー
と
鉄
道
で
結
ば
れ
て
い
る
。
バ
ク
ー
は
当
時
世
界
最
大
の
油
田
で
あ
り
、
バ
ト
ゥ
ミ
は
石
油
積
出
港
と
し
て
急
成
長
し
た
。
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

○
年
代
に
約
五
千
人
だ
っ
た
人
口
は
露
土
戦
争
で
三
千
に
減
少
す
る
が
、
一
九
〇
三
年
に
は
三
万
五
千
に
達
し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
住
民
の
多
く
が
移
民
や
出
稼
労
働
者
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
八
九
七
年
の
市
の
総
人
ロ
は
二
八
五
一
六
人
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
の
性
比
（
女
性
一
人
あ
た
り
男
性
数
）
が
二
・
五
一
と
い
う
非
常
に
不
均
衡
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
住
民
の
永
住
性
の
低
さ
を
傍
証
し
て
い

る
。　

し
か
も
住
民
の
多
く
は
、
周
辺
農
村
出
身
者
目
ム
ス
リ
ム
で
は
な
か
っ
た
。
表
二
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
住
民
の
昆
族
構
成
は
、
概
ね
ロ
シ

ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
グ
ル
ジ
ア
人
が
三
分
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
民
族
構
成
に
限
っ
て
い
え
ば
、
シ
ュ
ー
二
i
が
「
民
族
的
利
益
伏

在
論
」
を
再
確
認
す
る
根
拠
と
な
っ
た
チ
フ
リ
ス
の
状
況
と
類
似
す
る
。
し
か
も
こ
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
の
大
多
数
は
、
ム
ス
リ
ム
で
は
な
く
、

ダ
リ
ア
や
イ
メ
レ
テ
ィ
な
ど
西
グ
ル
ジ
ア
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
グ
ル
ジ
ア
人
の
下
位
区
分
と
し
て
の
「
ダ
リ
ア
人
」
・
「
イ
メ
レ
テ
ィ
人
」
）
だ
っ

た
。
統
計
と
し
て
は
、
「
タ
タ
ー
ル
」
目
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
に
数
え
ら
れ
た
人
々
の
問
に
、
「
ム
ス
リ
ム
の
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
も
言
い
う
る

人
々
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
バ
ト
ゥ
ミ
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
が
周
辺
農
村
と
全
く
異
質
な
構
成
を
と
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
多
民
族
都
市
バ
ト
ゥ
ミ
で
グ
ル
ジ
ア
人
は
、
シ
ュ
ー
ニ
ー
の
い
う
よ
う
な
「
弱
者
」
に
相
当
し
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
市
政

に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。

　
バ
ト
ゥ
ミ
に
市
政
が
敷
か
れ
た
の
は
一
八
八
八
年
で
あ
る
。
市
会
議
員
に
グ
ル
ジ
ア
人
が
占
め
る
比
率
を
見
る
と
、
八
八
－
九
四
年
の
段
階

で
は
三
六
名
中
＝
名
（
内
ム
ス
リ
ム
は
四
名
）
だ
が
、
九
四
－
八
年
に
は
三
五
名
中
一
九
名
と
過
半
を
占
め
て
い
る
（
ム
ス
リ
ム
の
比
率
は
不
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⑩

明
）
。
市
長
も
グ
ル
ジ
ア
人
貴
族
（
ア
サ
テ
ィ
ア
ニ
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
シ
ヴ
ィ
リ
）
が
続
い
て
い
る
。

　
一
九
〇
三
年
六
月
に
市
筆
頭
職
員
壱
窪
着
℃
臣
顕
選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
グ
ル
ジ
ア
人
ジ
ュ
ル
リ
対
ロ
シ
ア
人
イ
ヴ
ァ
ノ
ブ
の
選

挙
戦
と
な
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ム
ス
リ
ム
を
含
め
た
非
グ
ル
ジ
ア
人
工
「
議
会
の
少
数
派
」
は
グ
ル
ジ
ア
人
代
表
に
対
抗
し
て
投
票
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

イ
コ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
再
選
挙
の
結
果
ジ
ュ
ル
リ
が
当
選
し
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
人
貴
族
の
移
住
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
少
な

く
と
も
バ
ト
ゥ
ミ
市
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
人
は
数
的
に
は
三
三
民
忙
中
最
も
少
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
政
治
的
支
配
者
1
ー

ロ
シ
ア
人
」
に
対
す
る
「
弱
者
」
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
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薪
興
都
市
バ
ト
ゥ
ミ
で
は
、
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
は
基
本
的
に
移
住
し
て
き
た
正
教
妻
た
ち
だ
っ
た
。
バ
ト
ゥ
ミ
は
ア
チ
ャ
ラ
農
村
部
の
状

況
と
は
隔
絶
し
た
多
民
族
都
市
と
な
っ
て
い
た
が
、
グ
ル
ジ
ア
人
の
政
治
的
位
置
は
必
ず
し
も
低
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
農
村
部
の
ア
チ
ャ

ラ
人
、
つ
ま
り
ム
ス
リ
ム
化
し
た
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
を
啓
蒙
“
国
民
統
合
す
る
運
動
は
成
功
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
状
況
の
も
と
で
、
労
働
運
動
が
グ
ル
ジ
ア
人
を
主
軸
と
し
て
展
開
す
る
。

①
バ
ト
ゥ
ミ
の
概
要
は
、
と
り
あ
え
ず
防
§
N
ヒ
き
［
包
＄
も
奄
侮
§
記
。
§
9
漆

　
N
O
出
侮
ミ
貯
、
N
、
§
0
8
桝
ミ
的
弓
旨
。
。
§
．
朝
ミ
嵩
峯
途
春
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8
ミ
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。
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§
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ミ
・

　
ゆ
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蜜
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ゴ
一
8
9
目
窪
耀
し
．
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）
9
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u
幕
鴛
§
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§
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N
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魯
壱
’
ピ
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巳
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詳
一
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（
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9
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℃
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乙
。
ρ
客
磯
ご
一
⑩
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O
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一
⑩
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参
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②
ω
p
寡
。
搾
．
円
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少
な
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と
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チ
ャ
ラ
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堕
落
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い
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え
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調
し
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い
な
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⑩
建
§
峯
タ
湯
器
o
o
尋
鴨
§
ξ
。
・
§
v
ρ
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ω
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第
二
章
　
労
働
運
動
の
展
開

一
九
〇
二
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
活
躍
」

バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

　
一
九
〇
一
年
ま
で
、
バ
ト
ゥ
ミ
に
は
目
立
っ
た
労
働
運
動
は
展
開
し
て
い
な
い
。
商
店
員
が
日
曜
・
祝
日
の
休
日
化
を
要
求
す
る
運
動
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月
に
は
市
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
急
進
的
主
張
は
な
い
。
〇
一
年
七
月
に
は
印
棚
工
房
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
る

が
・
小
規
模
な
ま
ま
労
働
姦
名
の
解
雇
で
終
わ
・
て
い
勧
・

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
労
働
者
の
死
者
十
数
名
を
出
し
た
〇
二
年
三
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
（
ス
タ
ー
リ

ン
の
本
名
）
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
「
史
実
」
の
同
定
は
難
し
い
が
、
比
較
的
歪
曲
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
（
し
か
も
引
用
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
少
な
い
）
二
〇
年
代
の
グ
ル
ジ
ア
人
の
回
想
を
主
に
経
緯
を
叙
述
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
グ
ル
ジ
ア
語
非
合
法
紙
『
闘
争
し
u
熱
。
蕊
は
、
〇
一
年
九
月
付
で
第
一
号
が
出
て
い
る
。
こ
れ
が
同
年
中
に
バ
ト
ゥ
ミ
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

印
刷
工
だ
っ
た
ド
ゥ
ム
バ
ゼ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
チ
フ
リ
ス
か
ら
『
闘
争
瞼
を
携
え
て
来
訪
し
た
ラ
サ
・
ム
ゲ
ラ
ゼ
が
日
曜
日
の
印
刷
工
仲
間

の
宴
会
に
同
行
し
、
ワ
イ
ン
の
代
金
九
ル
ー
ブ
リ
七
五
カ
ペ
イ
カ
を
組
織
資
金
か
ら
の
お
ご
り
に
し
た
。
こ
れ
が
「
最
初
の
非
合
法
職
業
組
織

の
萌
芽
だ
・
た
」
と
い
や
た
だ
し
そ
れ
以
前
か
ら
・
グ
リ
シ
ャ
ラ
ゴ
。
フ
（
ソ
ゴ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ
）
が
マ
ル
ク
ス
主
義
サ
　
ク
ル
を
作
っ
て
い

た
し
、
「
第
三
グ
ル
ー
プ
」
の
チ
ヘ
イ
ゼ
等
を
通
じ
て
非
合
法
文
書
の
流
布
は
行
わ
れ
て
い
た
。
チ
ヘ
イ
ゼ
は
　
七
年
革
命
期
に
ペ
ト
ロ
グ

ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
ェ
ト
議
長
と
な
る
人
物
だ
が
、
当
時
は
バ
ト
ゥ
ミ
市
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
。
活
動
は
学
校
教
師
な
ど
知
識
人
が
主
体
だ
つ

た
が
、
労
働
者
街
の
日
曜
学
校
で
労
働
者
向
け
活
動
を
も
行
っ
て
い
る
。
日
曜
学
校
は
司
祭
が
主
催
し
て
い
た
。
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

動
は
｝
部
宗
教
者
に
も
支
持
を
得
て
い
た
よ
う
だ
。
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⑦

　
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
イ
リ
が
、
お
そ
ら
く
チ
フ
リ
ス
の
委
員
会
で
糾
弾
・
放
逐
さ
れ
た
結
果
、
バ
ト
ゥ
ミ
を
来
訪
し
た
の
は
一
二
月
　
○
日
だ
っ
た

　
　
⑧

と
い
う
。
彼
が
各
工
場
の
労
働
者
を
組
織
化
し
た
ら
し
い
。
〇
二
年
一
月
に
は
新
年
祝
賀
の
装
い
で
、
工
場
毎
の
労
働
者
代
表
が
集
会
を
開
い

　
　
⑨

て
い
る
。
同
月
二
三
日
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
工
場
の
製
材
部
で
火
事
が
あ
り
、
鎮
火
に
動
員
さ
れ
た
労
働
者
が
鎮
火
協
力
の
代
償
を
求
め
て
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
出
し
た
の
が
、
彼
ら
の
最
初
の
労
働
運
動
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
二
月
二
六
日
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
工
場
が
労
働
者
三
八
九
名
を
解
雇
す
る
と
告
知
し
た
。
こ
れ
は
ブ
リ
キ
平
入
石
油
の
需
要
減
に
よ
る
操
業
縮

小
を
意
図
し
た
も
の
で
、
古
参
労
働
者
も
多
数
含
ま
れ
る
大
量
解
雇
の
た
め
、
労
働
部
門
・
階
層
を
越
え
て
不
満
が
広
が
っ
た
と
い
う
。
当
時

ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
は
非
合
法
印
刷
業
務
の
た
め
チ
フ
リ
ス
に
い
た
が
、
急
遽
バ
ト
ゥ
ミ
に
戻
っ
て
労
働
者
に
指
示
を
下
し
、
そ
の
結
果
運
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

八
時
間
労
働
日
な
ど
の
急
進
的
要
求
を
掲
げ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
警
察
側
史
料
で
は
八
時
間
労
働
日
へ
の
雷
及
は
な
く
、
二
八
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

追
加
要
求
と
し
て
、
賃
上
げ
・
休
み
時
間
延
長
・
無
料
診
療
所
設
置
・
ス
ト
ラ
イ
キ
期
間
中
の
賃
金
半
額
支
給
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
運
動
は
単
な
る
大
量
解
雇
抗
議
を
超
え
た
要
求
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
続
く
中
、
三
月
六
日
に
三
三
名
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
逮
捕
さ
れ
る
。
こ
れ
が
大
量
逮
捕
と
死
亡
の
引
き
金
と
な
っ
た
。

　
三
月
七
日
、
一
群
の
労
働
者
が
「
釈
放
か
、
さ
も
な
く
ば
我
々
全
て
を
逮
捕
せ
よ
」
と
要
求
し
て
バ
ト
ゥ
ミ
の
監
獄
に
詰
め
寄
る
。
監
獄
側

で
は
、
牢
の
空
き
が
な
い
の
で
鉄
道
沿
い
の
兵
営
へ
の
移
動
を
要
求
し
た
。
労
働
者
側
は
既
に
逮
捕
さ
れ
た
三
三
名
と
共
に
移
動
さ
せ
よ
、
と

応
じ
、
結
果
と
し
て
逮
捕
者
の
護
送
に
労
働
者
群
が
随
行
し
、
三
五
〇
名
近
く
が
兵
舎
に
収
容
さ
れ
た
。

　
同
日
夕
刻
、
活
動
家
ド
ゥ
ム
バ
ゼ
と
ト
ド
リ
ア
が
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
か
ら
轍
文
の
印
刷
を
提
案
さ
れ
て
い
る
。
器
機
不
足
の
た
め
、
活
字
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

母
に
直
接
カ
ー
ボ
ン
紙
を
重
ね
る
方
法
で
即
席
の
ビ
ラ
が
刷
ら
れ
た
と
い
う
。
同
日
夜
か
ら
翌
早
朝
に
か
け
、
こ
の
ビ
ラ
が
散
布
さ
れ
、
ゼ
ネ

ス
ト
挙
行
が
宣
伝
さ
れ
る
。

　
翌
三
月
八
日
、
兵
舎
を
包
囲
し
た
（
お
そ
ら
く
他
の
工
場
の
）
労
働
者
が
前
日
と
同
じ
く
「
釈
放
か
逮
捕
か
」
を
要
求
し
、
収
容
さ
れ
て
い
た

労
働
者
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
兵
舎
の
門
を
こ
じ
開
け
た
。
そ
の
結
果
軍
隊
が
発
砲
し
、
＝
二
名
が
即
死
、
後
に
音
名
が
死
亡
す
る
惨
劇
と
な
る
。
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＝
二
日
か
ら
、
逮
捕
労
働
者
五
－
六
百
人
が
生
村
へ
強
制
送
還
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

シ
ヴ
ィ
リ
も
逮
捕
さ
れ
た
。

三
ヶ
月
の
帰
還
禁
止
措
置
を
受
け
て
い
る
。
四
月
五
日
に
は
ジ
ュ
ガ

バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

　
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
惨
事
が
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
イ
リ
の
「
流
血
へ
の
強
迫
観
念
」
の
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
す
る
。
惨
事
の
後
、
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

イ
リ
は
バ
ト
ゥ
ミ
の
労
働
者
か
ら
も
自
眼
視
さ
れ
た
た
め
、
逮
捕
は
む
し
ろ
好
都
合
だ
っ
た
と
い
う
。
二
〇
年
代
の
回
想
録
に
も
反
ス
タ
ー
リ

ン
的
雷
説
は
見
ら
れ
え
ず
、
バ
ト
ゥ
ミ
の
活
動
家
達
の
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
へ
の
評
価
は
計
り
か
ね
る
。
し
か
し
こ
の
事
件
が
、
そ
れ
ま
で
の
運

動
と
は
異
な
る
無
謀
な
ま
で
の
攻
撃
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

　
だ
が
た
と
え
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
イ
リ
へ
の
評
価
が
否
定
的
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
件
自
体
は
そ
の
後
の
労
働
運
動
の
展
開
に
強
い
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
比
喩
的
に
雷
え
ば
、
バ
ト
ゥ
ミ
の
労
働
者
に
と
っ
て
「
血
の
日
曜
日
」
は
既
に
一
九
〇
二
年
に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
後
、

労
働
運
動
は
そ
の
暴
力
性
と
要
求
の
急
進
性
を
強
め
て
い
く
。
次
節
で
は
労
働
運
動
1
1
革
命
運
動
の
組
織
と
活
動
を
み
る
。

二
　
「
翼
の
バ
ト
ゥ
ミ
の
統
治
者
」

一
九
〇
五
年
初
夏
に
バ
ト
ゥ
ミ
を
訪
れ
た
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
リ
は
、
革
命
運
動
の
強
大
さ
に
驚
愕
し
て
い
る
。

街
路
で
殺
人
が
起
き
ず
に
済
む
日
は
な
く
、
殺
人
者
が
捕
ま
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
委
員
会
が
郊
外
に
存
在
し
、
そ
れ
は
ど
の
党
派
に
も

属
し
な
い
の
だ
が
、
社
会
王
義
者
と
エ
ス
エ
ル
の
双
方
に
多
少
の
連
絡
が
あ
っ
光
。
人
材
は
入
間
の
屑
ど
も
か
ら
登
用
さ
れ
、
暗
殺
に
よ
る
支
配
を
強
化

し
て
い
た
。
バ
ト
ゥ
ミ
郊
外
の
、
最
も
無
秩
序
な
分
子
が
数
多
く
起
臥
す
る
場
所
に
、
公
式
の
ロ
シ
ア
人
知
事
が
「
真
の
バ
ト
ゥ
ミ
の
統
治
者
」
と
表
現

し
た
男
が
い
た
。
そ
の
権
威
は
相
当
の
も
の
で
、
彼
の
言
葉
は
法
律
の
ご
と
く
守
ら
れ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
行
動
様
式
は
極
め
て
簡
単
だ
。
突
然
、
あ
れ

こ
れ
の
工
場
の
労
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
す
べ
し
と
命
令
が
出
さ
れ
る
。
入
々
は
文
句
な
く
従
い
、
運
動
を
止
め
よ
う
と
す
る
経
営
者
や
従
業
員
は
暗
殺
さ

　
⑱
れ
る
。
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こ
の
状
況
は
少
な
く
と
も
前
年
に
は
成
立
し
て
い
た
よ
う
だ
。
職
業
革
命
家
タ
ラ
ト
ゥ
タ
も
、
一
九
〇
四
年
晩
夏
に
ロ
シ
ア
本
土
か
ら
バ
ト

ゥ
ミ
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
「
全
ロ
シ
ア
的
状
況
の
中
で
は
完
全
に
例
外
的
な
」
活
動
に
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
ダ
リ
ア
は
「
共
和
国
」
状
態
を

謳
歌
し
、
バ
ト
ゥ
ミ
で
も
労
働
者
街
に
は
警
察
の
手
は
及
ば
な
い
。
前
節
で
言
及
し
た
古
参
の
活
動
家
グ
リ
シ
ャ
・
ソ
ゴ
ロ
フ
が
、
ヴ
イ
ッ

ラ
ー
リ
の
い
わ
ゆ
る
「
真
の
バ
ト
ゥ
ミ
の
統
治
者
」
だ
っ
た
。

　
　
彼
［
ソ
ゴ
ロ
フ
］
は
事
実
上
、
一
人
で
バ
ト
ゥ
ミ
と
ダ
リ
ア
の
委
員
会
の
化
身
と
な
っ
て
い
た
。
警
察
署
長
や
司
祭
や
地
主
の
中
で
誰
が
「
除
去
。
中
日
ぴ
」

　
　
さ
れ
る
べ
き
か
を
彼
自
身
が
決
定
し
た
の
だ
。
彼
が
ダ
リ
ア
の
各
々
の
共
同
体
で
の
経
済
的
問
題
を
仲
裁
し
、
同
じ
く
彼
が
党
全
体
の
路
線
を
指
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
彼
は
事
実
上
の
独
裁
者
で
あ
り
、
際
限
の
な
い
信
頼
と
権
力
を
享
受
し
て
い
た
。

　
こ
の
「
独
裁
」
体
制
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
陰
騎
を
み
る
の
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
だ
ろ
う
。
グ
ル
ジ
ア
人
活
動
家
の
回
想
に
は
、
何
ら
か
の
外

的
．
内
的
検
閲
が
作
用
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
・
ソ
ゴ
。
フ
へ
の
個
人
崇
拝
的
態
度
は
見
ら
れ
な
晦
・
ま
た
少
な
く
と
も
農
民
運
動
の

間
で
は
、
ソ
ゴ
ロ
フ
の
名
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ダ
リ
ア
委
員
会
創
設
者
の
一
人
で
、
後
に
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
し
て
亡
命
し
た
ウ
ラ
タ

ゼ
の
回
想
に
も
ソ
ゴ
。
フ
へ
の
　
笈
は
な
晦
・
ウ
ラ
タ
ゼ
の
文
章
は
検
閲
下
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
・
少
な
く
と
も
農
民
運
動
へ
の

ソ
ゴ
ロ
フ
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
し
か
し
と
も
か
く
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
は
早
く
か
ら
実
質
上
の
権
力
を
獲
得
し

て
お
り
、
そ
れ
は
外
部
か
ら
「
独
裁
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
統
制
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
組
織
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
バ
ト
ゥ
ミ
の
活
動
家
が
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
カ
フ
カ
ス
連
盟
の
下
位
組
織
と
し
て
正
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
「
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
」
を
形
成
す
る
の
は
一
九
〇
三
年
三
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
〇
三
年
七
月
の
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
二
回
党
大

会
で
党
は
分
裂
す
る
が
、
し
か
し
事
実
上
、
分
裂
の
影
響
は
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
組
織
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
タ
ラ
ト
ゥ
タ
に
よ
れ
ば
、
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

分
裂
を
知
る
も
の
は
「
最
上
層
の
五
…
一
〇
人
だ
け
」
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
自
身
は
、
少
な
く
と
も
〇
四
年
後
半
ま
で
委
員
会
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
だ
っ
た
と
主
張
す
る
。
逆
に
ジ
ゲ
ン
テ
ィ
は
、
党
大
会
の
報
告
後
、
ソ
ゴ
ロ
フ
単
三
名
を
除
い
て
全
て
の
委
員
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
側
に

　
　
　
　
　
⑳

つ
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
矛
盾
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
組
織
と
し
て
の
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
自
体
は
、
外
部
と
の
連
絡
や
人
員
の
リ
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バトゥミの出稼ぎダリア入（伊藤）

ク
ル
！
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
／
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
対
立
の
圏
外
に
あ
っ
た
。
〇
五
年
に
な
る
と
、
四
月
付
け
の
ビ
ラ
に

対
立
の
徴
候
が
見
え
、
五
月
八
日
の
メ
ー
デ
ー
代
替
集
会
で
も
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
委
員
会
が
完
全
に
分
裂
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
活
動
家
タ
ラ
ト
ゥ
タ
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
で
は
党
の
教
義
教
育
を
「
文
字
通
り
イ
ロ
ハ
か
ら
」
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
圓
漏
し
て
い

る
。
彼
は
〇
四
年
末
に
バ
ク
ー
へ
赴
く
が
、
そ
こ
で
「
既
に
党
派
闘
争
が
広
範
な
大
衆
自
身
を
捉
え
て
い
る
」
状
況
を
眼
に
し
、
必
ず
し
も
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
優
位
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
真
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
」
が
バ
ク
ー
に
は
あ
っ
た
と
賞
賛
し
て

　
⑳い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
は
党
中
央
の
教
義
・
規
範
に
従
う
と
い
う
意
味
で
は
「
真
の
」
社
会
民
主
労
働
党
の
組
織
で
は
な
か

っ
た
と
言
い
た
げ
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
リ
が
委
員
会
を
「
ど
の
党
派
に
も
属
し
な
い
」
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
起

因
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
組
織
の
実
態
に
つ
い
て
見
よ
う
。
委
員
会
中
枢
1
1
「
管
理
委
員
会
」
は
大
衆
組
織
か
ら
超
越
し
て
い
た
。
委
員
は
逮
捕
・
異
動
で
増
減
が
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
い
が
一
〇
一
二
〇
数
名
を
超
え
ず
、
加
入
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
官
憲
の
調
査
で
は
、
管
理
委
員
会
は
労
働
者
に
は
存
在
自
体
を
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
合
言
葉
な
ど
の
頻
用
の
た
め
諜
報
も
困
難
だ
っ
た
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
ソ
ゴ
ロ
フ
の
知
名
度
の
低
さ
は
当
然
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
一
般
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
一
〇
名
器
に
作
ら
れ
る
細
胞
の
代
表
か
ら
成
る
「
実
行
委
員
会
」
が
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
本
体
だ
っ
た
。

管
理
委
員
会
は
実
行
委
員
の
罷
免
権
を
有
し
、
諮
問
・
連
絡
・
勧
告
・
指
令
と
い
う
形
で
運
動
を
統
制
し
て
い
た
。

　
こ
の
組
織
は
暴
力
性
の
強
さ
に
よ
っ
て
特
徴
的
だ
っ
た
。
チ
ロ
ル
の
頻
発
が
そ
れ
を
示
唆
す
る
。

　
三
月
の
事
件
直
後
に
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
の
作
業
監
督
頃
℃
童
詩
・
鍵
震
が
狙
撃
さ
れ
て
い
る
。
〇
三
年
六
月
二
一
日
に
も
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
作
業
監
督
が
襲
撃
に
よ
っ
て
致
死
傷
を
負
っ
た
。
労
働
運
動
側
は
作
業
監
督
を
抱
き
込
む
形
で
進
み
、
運
動
に
反
対
す
る
監
督
や
ス
ト
破
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
労
働
者
は
、
路
上
襲
撃
や
自
宅
へ
の
威
嚇
発
砲
と
い
う
形
で
脅
追
も
し
く
は
殺
傷
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
労
働
者
を
悪
罵
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

作
業
監
督
の
解
雇
要
求
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
逆
に
、
遡
っ
て
九
〇
年
代
に
は
、
非
合
法
活
動
へ
の
関
与
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
作
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⑳

業
監
督
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
〇
三
年
六
部
ゴ
一
日
に
は
、
〇
二
年
六
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
の
和
解
斡
旋
者
だ
っ
た
貴
族
レ
ヴ
ァ
ン
・
グ
リ
エ
リ
が
狙
撃
さ
れ
た
。
彼
は
〇

五
年
一
月
九
日
の
再
度
の
狙
撃
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
グ
リ
エ
リ
は
そ
の
姓
が
示
す
よ
う
に
、
ダ
リ
ア
地
方
の
支
配
的
貴
族
の
家
系
だ
が
、
葬

儀
に
際
し
て
暗
黙
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
た
め
遺
体
を
護
送
す
る
馬
車
が
見
つ
か
ら
ず
、
警
官
が
護
送
を
代
行
し
た
。
そ
の
警
官
か
ら
遺
体
を
安
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
礼
拝
堂
に
至
る
ま
で
も
が
、
農
民
の
忌
避
の
対
象
と
な
っ
た
と
い
う
。
グ
リ
エ
リ
の
名
は
民
衆
詩
で
も
運
動
の
敵
対
者
と
し
て
歌
わ
れ
て

　
⑭
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
〇
四
年
に
は
囚
人
護
送
馬
車
が
襲
撃
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
る
。
そ
の
他
、
運
動
の
関
与
は
不
明
だ
が
盗
賊
（
義
賊
？
）
に
よ
る
略
奪
事

件
も
多
い
。
甫
の
治
安
状
況
は
か
な
り
劣
悪
だ
っ
た
よ
う
で
、
〇
三
年
七
月
に
は
バ
ト
ゥ
ミ
軍
管
区
は
隣
接
す
る
ア
ル
ト
ヴ
ィ
ン
軍
管
区
と
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

せ
て
バ
ト
ゥ
ミ
州
と
な
り
、
同
時
に
バ
ト
ゥ
ミ
市
に
戒
厳
令
が
導
入
さ
れ
る
。
し
か
し
効
果
は
薄
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
〇
五
年
三
月
に
は
、
「
反
動
的
」
と
さ
れ
て
い
た
日
刊
『
黒
海
報
知
ぜ
ξ
ト
S
ミ
§
口
切
8
ミ
藁
晶
が
印
刷
工
か
ら
印
刷
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
、
更
に
二
七
日
に
は
編
集
部
を
襲
撃
ざ
れ
て
編
集
長
更
迭
と
路
線
変
更
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
同
月
に
は
一
司
祭
が
襲
撃
さ
れ
て
も
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
チ
ロ
ル
は
必
ず
し
も
委
員
会
の
「
独
裁
」
的
指
令
の
結
果
で
は
無
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ク
パ
ラ
ゼ
は
グ
リ
エ
リ
殺
害
者
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

名
・
協
力
七
二
名
の
名
を
明
記
し
、
彼
ら
の
独
断
の
行
動
で
あ
っ
て
委
員
会
は
チ
ロ
ル
に
は
反
対
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
実
際
テ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ル
は
公
式
に
は
、
エ
ス
エ
ル
系
の
活
動
と
一
線
を
画
す
必
要
も
あ
っ
て
非
合
法
紙
の
論
調
で
も
戦
術
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
本
節

冒
頭
の
回
想
か
ら
考
え
れ
ば
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
は
チ
ロ
ル
を
実
質
上
黙
認
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
運
動
参
加
者
が
独
断
で
行
っ

た
「
自
然
発
生
的
」
チ
ロ
ル
も
、
外
部
の
眼
に
は
委
員
会
の
行
使
す
る
暴
力
と
し
て
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
委
員
会
の
指
令
に
よ
る
暗
殺
の
事
例
も
ク
パ
ラ
ゼ
は
挙
げ
て
い
る
。
ド
ブ
ル
ジ
ャ
ン
ス
キ
！
二
等
大
尉
は
、
〇
五
年
当
時
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
民
族
組
織
（
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ
ュ
ン
）
の
脅
迫
を
受
け
て
い
る
が
、
数
年
後
に
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
決
定
で
暗
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
一
〇
月
に
は
、

武
装
蜂
起
へ
の
情
勢
を
受
け
て
、
委
員
会
は
「
活
動
的
、
犯
罪
的
警
察
関
係
者
の
排
除
」
を
決
定
し
、
警
察
署
長
・
分
署
長
・
巡
査
・
憲
兵
な
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ど
＋
名
近
く
が
死
傷
し
て
撫
・

　
運
動
は
増
給
や
ボ
ー
ナ
ス
支
給
な
ど
の
経
済
的
成
果
を
挙
げ
た
。
強
硬
な
態
度
を
と
る
政
府
に
対
し
て
、
企
業
側
は
多
く
の
場
合
全
面
的
に

譲
歩
し
て
い
る
。
特
に
外
資
系
企
業
は
労
働
運
動
へ
の
「
理
解
」
の
度
が
強
か
っ
た
よ
う
で
、
警
察
関
係
者
は
フ
ラ
ン
ス
系
外
資
ロ
ー
ト
シ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
の
「
共
和
主
義
的
」
態
度
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
期
間
中
の
賃
金
支
給
と
い
う
要
求
を
充
足
さ
せ
る

こ
と
に
対
し
て
当
局
側
は
難
色
を
示
し
、
企
業
側
も
表
面
上
は
不
払
い
の
態
度
を
と
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
「
補
助
金
」
の
名
目
で
支
給
し
て

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
た
、
と
い
う
。
同
じ
く
外
資
系
企
業
の
多
い
石
油
都
市
バ
ク
ー
で
、
メ
ー
デ
ー
祝
賀
に
企
業
主
が
比
較
的
寛
容
だ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。

運
動
側
の
暴
力
的
脅
迫
も
一
因
だ
が
、
石
油
関
連
企
業
へ
の
不
況
の
影
響
が
比
較
的
軽
微
だ
っ
た
こ
と
も
原
因
だ
ろ
う
。

バトゥミの出稼ぎグりア人（伊藤）

　
バ
ト
ゥ
ミ
は
一
九
〇
二
年
に
、
ジ
ュ
ガ
シ
ヴ
ィ
リ
（
ス
タ
ー
リ
ン
）
の
関
与
の
下
で
決
定
的
な
流
血
の
事
件
を
経
験
し
た
。
そ
の
記
憶
は
、

以
後
の
バ
ト
ゥ
ミ
の
労
働
運
動
を
「
全
ロ
シ
ア
的
状
況
の
中
で
は
完
全
に
例
外
的
な
」
も
の
と
し
て
ゆ
く
。
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
「
独
裁
」
と

も
称
さ
れ
る
高
い
権
威
と
統
制
力
の
主
要
武
器
の
一
つ
に
は
、
チ
ロ
ル
が
あ
っ
た
。
〇
五
年
革
命
後
に
ダ
リ
ア
農
村
で
「
義
賊
」
（
暗
殺
・
盗
賊

行
為
を
行
う
反
政
府
的
存
在
）
と
な
る
人
々
の
多
く
が
、
バ
ト
ゥ
ミ
で
の
労
働
運
動
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
も
、
運
動
の
暴
力
性
の
強
さ
を
示
唆

　
⑯

す
る
。

　
し
か
し
こ
の
運
動
の
結
束
力
・
統
醐
力
は
、
チ
ロ
ル
と
石
油
産
業
の
特
質
の
み
で
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
多
民
族
都
市
バ
ト
ゥ
ミ
の
労

働
運
動
は
、
必
ず
し
も
民
族
的
に
不
偏
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
次
章
で
は
そ
れ
を
見
よ
う
。

①
《
§
N
帖
レ
⑩
O
O
．
郎
．
ω
2
。
ム
リ
ソ

②
∪
償
ヨ
σ
既
N
ρ
富
α
9
．
．
○
冨
邑
ヨ
。
α
q
。
器
訂
鼠
σ
讐
。
碧
ω
窪
話
く
。
ぎ
邑
8
鼠

　
唐
ロ
ω
訂
〇
三
ω
5
・
7
①
ω
舞
げ
①
げ
一
り
O
一
山
⑩
O
卜
。
窮
．
房
．
．
．
．
沁
馬
§
N
阿
§
駐
さ
§
ミ
［
1
1
以
下

　
知
＆
6
卜
。
ρ
客
9
ズ
窓
y
σ
q
σ
q
．
○
。
Q
。
b
①
（
バ
ト
ゥ
ミ
革
命
運
動
の
圓
想
y
σ
q
．
c
。
P

③
三
〇
年
代
に
史
料
・
論
文
集
穿
ミ
凄
臭
§
O
雲
。
ミ
、
尋
ミ
｛
§
電
8
N
8
癖

　
竃
。
桑
ロ
5
欝
一
⑩
ω
メ
が
出
て
い
る
が
、
出
版
年
を
考
慮
し
て
本
稿
で
は
使
用
し
な
か

　
つ
た
。

④
糊
闘
争
』
の
発
刊
経
緯
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
閏
塁
肇
岩
ρ
〉
●
○
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．
．
鵠
。
円
。
唱
＝
ぬ
　
o
も
円
餌
霞
筍
Ω
Ω
搦
罠
　
＝
．
℃
o
O
o
↓
匿
　
国
。
出
。
り
船
齢
♂
属
鐵
×
　
薬
日
。
も
帥
号
哨
轟

　
℃
・
O
・
掴
’
℃
H
［
誕
国
内
麟
白
葺
丙
m
ω
①
Q
騨
b
5
℃
0
，
譲
O
↓
一
ゆ
O
O
護
O
一
ゆ
O
ひ
『
O
員
・
．
．
尋
O
』
争

　
ミ
§
舞
§
、
＄
O
鳥
§
（
§
只
一
鼻
γ
一
り
N
ω
▼
P
δ
G
Q
山
①
⊆
R
．
を
参
照
。

⑤
∪
虐
き
凱
N
ρ
、
6
彰
彰
ヨ
。
α
q
8
①
ぴ
四
巳
、
．
り
α
q
．
。
。
P

⑥
穿
σ
q
冨
導
、
r
日
窪
σ
q
斡
．
．
穿
2
ヨ
ニ
8
＝
Φ
8
砕
ω
．
同
Φ
σ
隆
㌔
、
沁
ミ
目
8
。
。
曽
客
。
．
ω

　
（
邸
O
）
曽
α
q
σ
q
・
Φ
一
山
G
。
ω
”
σ
q
．
⑩
ω
．
筆
者
未
見
だ
が
、
ω
o
α
Q
『
o
討
珍
≦
F
O
膏
訂
．

　
．
．
ζ
o
α
Q
o
器
げ
帥
巳
．
、
．
肉
ミ
一
8
誘
客
ρ
卜
。
（
誌
）
も
参
照
。
「
第
三
グ
ル
ー
プ

　
ζ
Φ
路
ヨ
①
号
ω
こ
と
は
グ
ル
ジ
ア
語
合
法
週
刊
誌
『
轍
門
§
N
議
を
主
な
活
動

　
舞
台
と
し
て
い
た
初
期
の
グ
ル
ジ
ア
入
マ
ル
ク
ス
虫
義
者
を
指
す
。
尼
川
創
二

　
「
グ
ル
ジ
ア
・
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
形
成
扁
凹
西
洋
史
学
論
集
㎞
三
王
暑
、
一

　
九
九
五
年
、
一
－
二
〇
頁
を
参
照
。
グ
ル
ー
プ
創
設
者
の
～
人
で
あ
る
作
家
ニ
ノ

　
シ
ヴ
ィ
リ
は
バ
ト
ゥ
ミ
へ
の
出
稼
ぎ
経
験
が
あ
り
、
バ
ト
ゥ
ミ
の
労
働
者
と
早
く

　
か
ら
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
℃
．
鉱
。
げ
、
践
N
ρ
客
①
ω
樽
－
o
野
憂
ミ
耐
ミ
§
防
ぴ
§
爵

　
し
d
霜
ミ
ミ
恥
ミ
．
日
び
鳩
冨
館
一
Φ
①
9

⑦
ω
邑
晋
国
号
勇
知
国
田
。
・
．
§
鳴
ぎ
ミ
蒔
恥
ミ
ミ
§
§
昼
絶
§
越
駄
§
畿
§
竃

　
鳶
q
o
ミ
職
§
織
上
ピ
。
昌
匹
o
P
一
り
①
c
◎
Ψ
O
や
○
○
甲
δ
り
．
ス
ミ
ス
の
門
ス
タ
ー
リ
ン
ー
1
内

　
務
省
保
安
部
の
ス
パ
イ
」
説
、
及
び
そ
の
主
張
に
合
わ
せ
る
た
め
の
～
部
牽
強
付

　
会
な
記
述
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
差
し
引
け
ば
こ
の
著
書
は
同
時
期
の
ス

　
タ
ー
リ
ン
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
概
ね
客
観
的
な
も
の
と
払
え
る
。
ま
た
ポ
リ

　
ス
・
ス
ヴ
ァ
ー
リ
ン
『
ス
タ
ー
リ
ン
”
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
概
史
㎞
教
育
社
、
一

　
し
＼
し

　
　
　
　
　
（
原
著
一
九
三
五
）
、
上
下
巻
も
こ
の
時
期
に
つ
い
て
詳
し
い
。

　
諸
ノ
ノ
諸
ノ

⑧
鐸
σ
Q
ぽ
暮
．
契
．
浮
g
邑
、
．
響
σ
q
’
Φ
野

⑨
ミ
甲
α
q
．
8
．

⑩
ミ
α
q
．
O
α
・
⑩
9
火
事
に
つ
い
て
は
詮
§
巨
㊤
O
ω
」
』
ρ
b
。
。
。
（
寓
。
’
鎗
b
ト
っ
Y
を

　
参
照
。

⑪
日
ω
鋤
α
q
費
Φ
蕗
く
養
Φ
e
讐
α
q
．
謹
（
翼
ρ
誌
ソ

⑫
N
蒜
げ
Φ
ヨ
．
ご
．
．
田
雷
雲
．
、
℃
α
q
’
⑩
メ

⑬
日
。
・
p
α
q
費
Φ
臨
く
濠
（
①
山
．
γ
σ
q
α
q
．
課
よ
O
（
賭
。
．
お
）
．

⑭
以
下
の
記
述
は
N
茜
冨
糞
、
r
、
．
b
d
象
鐸
昆
．
、
“
α
Q
σ
Q
■
雪
－
Φ
…
ぎ
9
蒜
偽
富
、
装
面
置
器
。
・

　
、
o
§
ミ
恥
N
℃
ミ
丸
℃
ミ
。
・
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員
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遷
舞
駕
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一
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刈
9
ρ
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ω
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山
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Q
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（
客
9
㎝
｝
）
に
よ
る
。

⑮
冒
貢
げ
践
N
ρ
、
．
9
①
巨
ヨ
。
σ
q
。
器
ぴ
岩
窟
．
甲
σ
q
α
q
9
⑩
ρ
⑩
歴

⑯
膚
器
α
Q
曽
Φ
臨
く
最
Φ
8
甲
α
Q
α
q
．
総
・
器
（
茗
ρ
8
ソ

⑰
○
。
自
今
甲
§
鳴
さ
ミ
茜
砺
ミ
§
も
で
．
δ
＝
8
・

⑱
≦
蕾
鉢
国
ミ
§
蹴
出
§
気
℃
．
㎝
。
。
．

⑲
月
巷
回
覧
9
。
“
⇔
ご
．
．
．
緊
挺
銀
℃
畠
曾
δ
鋼
匿
お
O
U
肖
。
智
臣
際
臣
臣
ω
。
㌧
．
魯
ミ
宇

　
ミ
竜
臭
§
、
＄
§
N
（
§
M
6
卜
。
◎
瓢
。
．
ズ
心
。
。
）
も
’
隠
O
南
δ
u
o
』
感
．
ま
た
↓
し
。
固
－

　
α
Q
碧
蝕
ω
げ
鼠
ロ
（
㊦
縣
．
y
α
Q
．
ト
つ
蒔
ω
（
瓢
ρ
一
一
〇
）
　
一
り
O
㎝
身
バ
壁
b
σ
織
識
沖
貯
譜
ミ
し
d
ミ
。
ミ
臨
執

　
（
ミ
§
ミ
ぎ
ミ
神
、
越
寒
N
O
．
し
d
随
。
巨
レ
㊤
卜
。
㎝
（
バ
ト
ゥ
ミ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
（
回
想

　
集
）
）
闇
α
q
・
一
ト
。
．
も
参
照
。

⑳
研
究
書
で
も
、
例
え
ば
通
史
的
集
大
成
で
あ
る
象
ぎ
、
§
§
ミ
ぎ
跨
隷
ミ
ー

　
か
ざ
思
ミ
8
げ
ミ
馬
叢
↓
σ
強
ω
累
日
り
刈
卜
⊃
（
グ
ル
ジ
ア
史
論
集
）
．
に
は
ソ
ゴ
ロ
フ
へ

　
の
言
及
が
な
い
。
た
だ
し
ミ
↓
げ
ミ
鷲
↓
ぴ
臣
。
。
r
一
④
刈
O
．
に
～
八
九
〇
年
代
の

　
活
動
家
と
し
て
の
欝
及
は
あ
る
（
α
q
．
刈
ω
。
。
）
。

⑳
《
嚇
弓
9
。
葛
p
昔
籍
。
℃
藁
．
b
ロ
§
§
§
記
§
§
。
。
ミ
恥
§
舞
0
8
8
§
§
も
馬
・

　
き
尋
§
§
λ
O
お
σ
q
。
蔓
9
欝
紆
ρ
沁
§
ミ
偽
§
聴
駄
霜
象
s
誉
轟
き
§
N
b
§
？

　
ら
ミ
こ
ω
欝
昧
。
碁
9
田
。
∋
昼
一
Φ
①
。
。
．

⑫
浮
σ
q
訂
導
、
喧
．
b
d
Q
葺
巳
、
．
”
σ
Q
．
＝
伊

（
㈱
〉
↓
国
娼
m
日
蜜
日
P
．
．
囚
ロ
ェ
罵
鵠
℃
o
し
目
。
ヨ
。
与
凶
嗣
㌦
．
u
ρ
P
鵬
．

⑳
ぎ
い
ミ
＆
凝
冨
韓
、
曇
．
、
b
づ
ゆ
ε
鼠
お
O
＝
8
註
し
・
．
冨
げ
。
。
謀
、
．
“
α
q
・
＝
甲
＝
◎

⑳
ミ
§
N
o
。
。
§
さ
G
壱
蓬
蟹
§
～
o
G
ミ
。
句
自
、
n
蟻
、
謡
N
ξ
や
N
℃
＆
N
～
．
［
1
1
以
下

　
気
」
へ
6
］
ζ
；
一
⑩
㎝
9
ρ
ω
悼
刈
・
G
Q
卜
σ
り
（
客
。
．
H
⊆
n
O
ご
N
り
象
誘
ミ
斜
α
Q
α
Q
．
N
呼
鱒
ω
．
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⑱
目
巷
留
旨
p
、
ズ
塁
顕
寵
b
・
8
δ
誉
蹄
、
ド
ρ
曽
伊

⑳
8
臣
α
q
費
⑦
誌
穿
濠
（
Φ
3
り
σ
Q
α
Q
』
ω
S
春
。
癖
。
。
（
客
。
．
ご
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）
．

⑱
卵
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罫
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蕊
爲
お
8
■
①
．
鱒
O
（
区
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．
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。
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。
ソ

⑳
↓
器
α
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碧
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臣
（
＆
．
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q
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ω
－
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念
（
冒
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ソ

⑳
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α
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α
q
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署
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⑳
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σ
q
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Φ
三
、
r
．
、
b
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食
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2
邑
・
、
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α
q
α
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⑩
蒔
－
Φ
㎝
．
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
工
場
。

⑫
　
寡
§
騨
ぎ
≒
警
録
一
Φ
O
G
。
．
①
．
卜
。
①
（
客
ρ
b
。
一
Φ
N
y
民
族
系
新
聞
で
は
、
グ
リ
エ

　
リ
は
調
停
者
と
し
て
む
し
ろ
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
き
ミ
旦
一
㊤
8
■
①
．
鱒
。
。
（
茗
。
．
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⑳
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三
月
一

　
四
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行
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れ
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い
た
。
日
払
σ
q
践
鉱
昏
5
其
Φ
匹
’
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⑬
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α
q
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〈
ま
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・
e
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σ
q
’
b
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嚢
（
客
9
＝
⑩
）
．

⑭
　
ミ
尊
σ
q
・
一
〇
〇
（
客
。
■
刈
⑩
Y
「
秘
密
裡
の
妥
協
」
と
言
う
表
現
が
b
口
気
。
費
α
Q
巳
。
。
α
．

　
に
も
見
ら
れ
る
。

⑮
　
拙
稿
「
一
九
〇
五
年
バ
ク
ー
」
、
五
二
頁
。
世
紀
初
頭
に
は
、
石
油
輸
出
量
は

　
や
や
頭
打
ち
に
な
る
が
、
一
九
〇
五
年
八
月
の
民
族
衝
突
と
放
火
に
よ
る
大
損
害

　
ま
で
大
幅
な
減
少
な
ど
は
経
験
し
て
い
な
い
。
輸
出
量
・
石
油
価
格
な
ど
の
推
移

　
は
、
円
プ
。
ヨ
甥
。
芦
〉
嘗
冨
ユ
し
U
Φ
Φ
げ
鴫
．
§
偽
9
N
ミ
恥
§
駄
沁
誤
鴇
亀
織
ミ
導
馬
淘
袋
㍗

　
鴇
§
勲
母
。
貯
N
§
詮
§
無
電
（
鱒
⇒
α
層
①
α
．
y
り
。
乱
O
P
一
⑩
O
Q
。
’
唱
唱
．
伊
卜
。
Φ
・
ω
O
．
の
表

　
が
詳
し
い
。

⑯
　
拙
稿
「
グ
ル
ジ
ア
の
義
賊
現
象
と
農
民
運
動
」
門
ロ
シ
ア
史
研
究
隔
六
八
号
、

　
二
〇
〇
一
年
五
月
、
｝
四
一
1
｝
五
六
頁
。

バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

第
三
童
　
労
働
運
動
と
民
族
対
立

出
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人

　
石
油
積
出
港
バ
ト
ゥ
ミ
に
は
不
熟
練
港
湾
労
働
者
が
数
多
く
存
在
し
た
。
ま
た
ブ
リ
キ
缶
製
造
・
石
油
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
を
行
う
工

場
も
存
在
し
た
。
雇
用
姓
名
以
上
の
大
規
模
工
場
は
五
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
石
油
関
連
企
業
で
あ
る
（
表
三
を
参
照
）
。
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
は
フ
ラ

ン
ス
系
外
資
、
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
と
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ヤ
ン
ツ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
系
、
シ
デ
リ
デ
イ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
系
で
あ
る
。
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ア
ル
メ
ニ
ア
系
資
本
は
同
族
を
優
先
雇
用
す
る
と
意
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
表
を
見
る
限
り
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
こ

れ
は
グ
ル
ジ
ア
人
側
の
努
力
の
成
果
の
よ
う
だ
。

　
　
グ
ル
ジ
ア
人
労
働
者
は
、
工
場
で
も
バ
ト
ゥ
ミ
港
で
も
職
が
見
つ
か
る
の
で
、
皆
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
に
感
謝
し
て
い
る
。
／
グ
ル
ジ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア

　
　
入
・
タ
タ
ー
ル
労
働
者
と
の
問
に
は
、
反
目
・
諄
い
が
最
近
頻
繁
に
あ
っ
た
。
個
別
的
な
被
雇
用
者
や
作
業
監
督
と
し
て
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
タ
タ
ー

　
　
ル
の
み
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ジ
ア
人
は
近
寄
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
最
近
で
は
大
部
分
の
船
荷
作
業
で
グ
ル
ジ
ア
入
が
増
加

　
　
し
て
い
る
。
そ
し
て
徐
々
に
労
働
経
験
を
重
ね
、
港
湾
労
働
で
必
然
的
に
優
位
に
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
今
日
で
は
、
全
グ
ル
ジ
ア
労
働
者
の
先
頭

　
　
に
組
合
が
立
ち
、
皆
に
仕
事
を
見
つ
け
て
い
る
。
組
合
は
グ
ル
ジ
ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
入
・
ロ
シ
ア
入
・
オ
ス
マ
ン
人
な
ど
の
身
分
に
関
わ
ら
ず
、
日
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
労
働
者
を
講
け
負
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
九
〇
三
年
の
状
況
で
あ
る
。
記
事
で
は
組
合
の
民
族
的
な
公
平
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
「
全
グ
ル
ジ
ア
労
働
者
の
先
頭
に
立
つ
」

と
の
表
現
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
組
合
は
グ
ル
ジ
ア
人
が
多
数
派
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
の
過
半
は
ダ
リ
ア
地
方
出
身
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
反
目
・
諄
い
」
は
前
年
末
に
起
こ
っ
て
い
る
。
〇
二
年
一
一
月
二
九
日
、
グ
ル
ジ
ア
人
・
ロ
シ
ア
人
失
業
者
（
無
職
者
）
と
、
ア
ル
メ
ニ

ア
人
港
湾
労
働
者
三
百
人
と
の
問
に
衝
突
が
あ
っ
た
。
投
石
合
戦
・
威
嚇
発
砲
が
あ
り
、
ナ
イ
フ
で
二
名
に
軽
傷
を
負
わ
せ
た
一
グ
ル
ジ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
七
日
・
＝
日
に
も
衝
突
は
再
発
し
、
あ
わ
せ
て
六
名
が
軽
傷
を
負
っ
た
。

　
労
働
運
動
先
鋭
化
と
ま
さ
に
同
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
衝
突
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
政
治
党
派
的
に
、
他

民
族
と
比
較
的
隔
絶
し
て
い
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
「
解
放
」
を
掲
げ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
家
連
合
同
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ

ュ
ン
が
、
ザ
カ
フ
カ
ス
各
地
で
オ
ス
マ
ン
領
内
の
武
装
闘
争
の
た
め
に
資
金
と
人
材
徴
収
を
行
っ
て
お
り
、
反
ロ
シ
ア
的
活
動
は
活
発
で
は
な

　
　
③

か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
衝
突
の
背
景
に
、
単
に
雇
用
差
別
だ
け
で
は
な
く
党
派
的
反
感
も
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

衝
突
直
後
の
一
四
日
、
ロ
シ
ア
人
の
ス
ト
破
り
労
働
者
が
ク
リ
ミ
ア
か
ら
導
入
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
地
元
労
働
者
対
新
規
参
入
労
働
者
、
と
い

20 （522）



バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

表3　バトゥミの主要工場（100人以上）の従業員の民族構成（1903）（％）

総数 グルジア アルメニア トルコ系 ロシア その他

ロートシルト 1500 76 5 6 8

マンタシェフ第1 1098 30 65
一

3

マンタシェフ第2 644 57 34
一

4 グリア出身36

ハチャトゥリヤンッ 466 5 86
一

2 ムスリム6

シデリディス 323 10 34 25 ユ ギリシャ30

出典：Tsagareishvili，　Sh．（ed．）“Mushata　modzraoba　sakartveloshi　1905　ts’lis　revolu－

tsiis　ts’in，”　Saist’orio　Moa，nbe　10（1959），　gg．　1－257：　g．　245　（No，　119），

・マンタシェフ第2工場の「グリア出身」の比率は，「グルジア人」の内数。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
対
立
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
の
対
立
を
過
大
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
そ
れ
で
も
運
動
へ
の
最
も
攻
撃
的
な
参
加
者
が
グ
ル
ジ
ア
人
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
発

端
と
な
っ
た
〇
二
年
三
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
も
、
「
主
要
な
参
加
者
と
指
導
者
は
全
て
例
外
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

グ
リ
ア
人
・
イ
メ
レ
テ
イ
人
・
グ
ル
ジ
ア
人
だ
っ
た
」
と
観
察
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ジ
ア
人
労
働
者

が
殴
打
や
脅
迫
に
よ
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
全
労
働
者
に
強
制
し
て
お
り
、
「
地
元
グ
ル
ジ
ア
人
の
掃

討
が
怖
い
の
で
労
働
で
き
な
い
」
と
い
う
、
ロ
シ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
の
労
働
者
の
訴
え
も
散
見
さ
れ

⑥る
。
〇
三
年
七
月
に
各
地
で
起
こ
っ
た
「
南
ロ
シ
ア
ゼ
ネ
ス
ト
」
に
は
バ
ト
ゥ
ミ
も
参
加
し
て
い
る

が
、
商
店
や
馬
車
御
者
、
ま
た
ト
ル
コ
国
籍
の
贔
稼
労
働
者
は
専
ら
脅
迫
に
よ
っ
て
ゼ
ネ
ス
ト
参
加

　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
積
極
的
参
加
者
が
グ
ル
ジ
ア
人
だ
け
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

企
業
主
は
「
グ
ル
ジ
ア
人
労
働
者
は
病
原
菌
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
言
葉
は
他
民
族
の
労

働
運
動
へ
の
参
加
が
必
ず
し
も
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
実
際
、
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

者
・
逮
捕
者
の
内
に
は
、
ロ
シ
ア
人
・
ト
ル
コ
国
籍
・
ペ
ル
シ
ャ
国
籍
の
者
も
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。

し
か
し
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
傘
下
の
労
働
運
動
が
グ
ル
ジ
ア
人
、
特
に
グ
リ
ア
人
を
最
大
の
構
成
要
素

と
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
観
察
者
の
確
認
す
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
罠
族
的
な
偏
り
は
、
特
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
た
ち
の
不
信
感
を
産
ん
だ
。
『
闘
争
』
に
は
興
味

深
い
衝
突
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
タ
シ
ェ
フ
第
二
工
場
製
材
部
門
の
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
ア
ル

メ
ニ
ア
人
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
作
業
監
督
が
岡
族
の
労
働
者
を
殴
っ
た
。
他
部
門
の

労
働
者
が
抗
議
し
て
こ
の
監
督
を
解
雇
さ
せ
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ジ
ア
語
非
合
法
紙
の
表
現
に
よ
れ
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ば
、
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
労
働
者
は
、
労
働
者
全
体
の
利
益
に
完
全
に
無
自
覚
で
あ
る
こ
と
を
顕
わ
に
し
、
『
こ
れ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
内
部
の
問
題

だ
か
ら
、
決
定
権
も
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
あ
る
』
と
の
考
え
か
ら
、
グ
ル
ジ
ア
人
労
働
者
が
介
入
す
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
」
。
彼
ら
は
反
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

作
業
監
督
復
職
を
要
求
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
、
殴
ら
れ
た
労
働
者
も
自
分
の
非
を
主
張
し
た
と
い
う
。

　
多
く
の
観
察
者
が
挙
げ
る
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
結
束
の
固
さ
と
閉
鎖
性
を
こ
こ
に
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
殴
打
へ
の
抗
議
は
、
単
に
グ

ル
ジ
ア
人
側
の
誤
解
か
ら
始
ま
っ
た
不
幸
な
「
お
せ
っ
か
い
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
作
業
監
督
の
多
く
が

グ
ル
ジ
ア
人
主
導
の
労
働
運
動
に
抱
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
状
況
に
対
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
警
戒
感
を
抱
い
た
こ
と
も
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
の
対
立
軸
は
〇
三
年
以
後
は
弱
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
年
の
七
月
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
帝
政
ロ
シ
ア
と
の
比
較
的
良
好

だ
っ
た
関
係
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
資
産
収
用
令
に
よ
っ
て
決
定
的
に
崩
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ
ュ
ン
は
ロ
シ
ア
領
内
で
の
テ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。
警
察
側
史
料
に
よ
れ
ば
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
は
〇
四
年
に
は
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ
ュ
ン
と
「
合
意
に
達
し
」
、
協
力
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

少
な
く
と
も
相
互
の
活
動
黙
認
の
協
定
を
結
ん
だ
ら
し
い
。

　
一
方
で
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
も
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
宣
伝
不
足
を
痛
感
し
て
い
た
。
委
員
会
の
高
位
関
係
者
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
名
は
管
見
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
委
員
会
名
義
の
ビ
ラ
で
「
ロ
シ
ア
語
・
グ
ル
ジ
ア
語
・
ア
ル
メ
ニ
ア
語
」
の
電
力
国
語
で
出
さ
れ
た
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

管
見
で
は
〇
五
年
四
月
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
し
か
し
と
も
か
く
も
宣
伝
の
努
力
は
あ
っ
た
。
マ
ル
に
よ
れ
ば
、
ダ
リ
ア
農
村
で
は
ア
ル
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ニ
ア
人
が
殆
ど
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
旗
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
語
で
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
昆
族
平
等
を
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
ビ
ラ
も
散
見
さ
れ
る
。

　
〇
四
年
九
月
三
日
に
は
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
活
動
家
、
ア
ヴ
ェ
テ
イ
ク
・
タ
マ
ミ
ア
ン
ツ
が
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ル
ジ
ア

語
の
非
合
法
紙
は
こ
れ
を
ア
ル
メ
ニ
ア
人
革
命
組
織
「
フ
ン
チ
ャ
ク
（
警
鐘
）
」
の
仕
業
と
断
定
し
て
い
る
。
タ
マ
ミ
ア
ン
ツ
は
も
と
フ
ン
チ

ャ
ク
に
属
し
て
お
り
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
に
転
向
し
た
の
み
な
ら
ず
、
同
族
の
労
働
者
に
宣
伝
を
も
行
っ
た
の
で
、
フ
ン
チ
ャ
ク
に
裏
切
り
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
し
て
暗
殺
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
フ
ン
チ
ャ
ク
は
前
述
の
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ
ュ
ン
と
は
別
組
織
で
あ
り
、
不
和
と
暗
殺
は
可
能
性
と
し
て
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あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
組
織
と
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
と
の
微
妙
な
関
係
が
窺
え
る
挿
話
で
あ
る
。

　
グ
ル
ジ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
入
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
主
に
ロ
シ
ア
語
で
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
グ
ル
ジ
ア
人
に
よ
る
奮
語

習
得
の
試
み
も
あ
っ
た
。
挿
話
的
に
な
る
が
も
う
一
人
の
逸
話
を
挙
げ
よ
う
。
バ
ト
ゥ
ミ
で
非
合
法
出
版
活
動
に
携
わ
っ
た
ド
ゥ
ム
バ
ゼ
は
、

〇
三
年
年
初
に
ソ
ゴ
ロ
フ
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
語
学
習
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
あ
る
グ
ル
ジ
ア
語
ビ
ラ
に
独
断
で
ロ
シ
ア
語
四
行
詩
を
挿
入

す
る
な
ど
、
超
民
族
的
活
動
に
早
く
か
ら
興
味
を
示
し
て
い
た
。
（
た
だ
し
、
四
行
詩
は
文
法
・
表
現
が
滅
茶
苦
茶
だ
っ
た
た
め
か
、
印
綱
を
命
じ
た
ケ

ツ
ホ
ヴ
ェ
リ
が
読
ん
で
笑
い
転
げ
て
し
ま
い
、
ビ
ラ
は
作
り
直
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
グ
ル
ジ
ア
人
印
刷
工
で
も
、
厳
密
に
「
正
し
い
ロ
シ
ア
語
」
を
書
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
だ
。
）
し
か
し
ア
ル
メ
ニ
ア
語
習
得
後
、
彼
は
バ
ク
ー
へ
派
遣
さ
れ
る
。
総
じ
て
ロ
シ
ア
人
・
グ
ル
ジ
ア
人
以
外
の
人
材

に
乏
し
い
ザ
カ
フ
カ
ス
の
社
会
民
主
労
働
党
組
織
で
は
、
多
言
語
を
操
る
人
材
は
帝
政
ロ
シ
ア
最
大
の
非
合
法
印
刷
所
を
擁
す
る
バ
ク
ー
へ
吸

収
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

バトゥミの出稼ぎグリァ入（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
出
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人
の
一
部
は
〇
二
年
三
月
の
惨
劇
後
、
生
地
ダ
リ
ア
に
送
還
さ
れ
農
民
運
動
の
発
起
人
と
な
っ
た
。
ま
た
前
章
で
の
タ
ラ
ト

ゥ
タ
か
ら
の
引
用
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ダ
リ
ア
委
員
会
の
本
部
が
少
な
く
と
も
形
式
上
は
バ
ト
ゥ
ミ
に
存
在
し
た
こ
と
は
、
ダ
リ
ア
と
バ
ト

ゥ
ミ
と
の
連
携
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。
実
際
、
例
え
ば
惨
嘲
の
一
周
年
に
あ
た
る
〇
三
年
三
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
が
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
ア
農
民
に
向
け
、
バ
ト
ゥ
ミ
来
訪
と
運
動
参
加
を
煽
動
し
た
と
い
う
。
バ
ト
ゥ
ミ
の
労
働
運
動
は
超
民
族
的
活
動
を
目
指
し
て
は
い
た
が
、

特
に
民
族
主
義
的
組
織
を
も
つ
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
は
対
立
す
る
局
面
も
多
か
っ
た
。
委
員
会
は
民
族
的
公
平
を
掲
げ
つ
つ
、
人
材
的
に
は
出
稼

ぎ
ダ
リ
ア
人
を
主
要
な
参
加
者
と
し
て
い
た
。

　
一
般
に
出
稼
労
働
者
は
同
郷
人
集
団
を
形
成
す
る
傾
向
に
あ
る
。
本
章
冒
頭
の
港
湾
労
働
者
の
組
合
も
ダ
リ
ア
人
の
同
郷
人
集
団
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
⑳

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
社
会
的
結
合
と
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
が
、
あ
る
程
度
ま
で
重
複
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
グ
ル
ジ
ア
人
“
劣
位
」
と
い
う
図
式
が
こ
こ
で
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
グ
ル
ジ
ア
人
の
所
有
す
る
大
規
模
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工
場
が
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
彼
ら
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
比
べ
「
劣
位
」
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
労
働
階
層
と
民
族
の
相
関
を
示
す
デ
ー

タ
が
無
い
こ
と
も
悔
や
ま
れ
る
。
し
か
し
外
資
系
企
業
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
の
存
在
の
た
め
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
経
済
的
優
位
の
印
象
は
和
ら
げ

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
雇
用
面
に
お
い
て
も
グ
ル
ジ
ア
人
は
、
攻
撃
的
労
働
運
動
の
な
か
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
拮
抗
す
る
地
位
を
確
保
し
た

の
で
あ
る
。

ニ
　
ポ
テ
ィ
の
出
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人
と
メ
グ
レ
リ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
マ
ル
は
西
グ
ル
ジ
ア
の
民
族
対
立
の
事
例
と
し
て
、
ポ
テ
イ
で
の
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。
マ
ル
自
身
は
そ
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
る
し
、

地
理
的
に
も
ア
チ
ャ
ラ
地
方
か
ら
多
少
ズ
レ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ダ
リ
ア
人
同
郷
入
集
団
が
、
更
に
閉
鎖
的
な
形
で
発
展
し
て
い
る
。
ま

た
西
グ
ル
ジ
ア
の
「
グ
ル
ジ
ア
」
民
族
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
節
で
事
件
を
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
「
メ
グ
レ
リ
人
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
メ
グ
レ
リ
人
は
メ
グ
レ
リ
地
方
（
サ
メ
グ
レ
ロ
）
の
住
民
で
あ
る
。
メ
グ
レ
リ
語
は
グ
ル
ジ
ア
語
・
ス
ヴ
ァ
ン
語
・
ラ
ズ
語
と
共
に
コ
ー
カ

サ
ス
諸
語
カ
ル
ト
ヴ
ェ
リ
語
群
に
属
す
る
が
、
類
縁
性
を
持
つ
と
は
い
え
、
「
ダ
リ
ア
方
言
」
な
ど
と
は
異
な
り
、
グ
ル
ジ
ア
語
と
は
別
言
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
歴
史
的
経
緯
も
あ
り
「
グ
ル
ジ
ア
」
か
ら
の
分
離
の
動
き
は
（
少
な
く
と
も
　
九
九
〇
年
代
ま
で
）
見

ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
ダ
リ
ア
人
」
同
様
に
グ
ル
ジ
ア
人
の
下
位
区
分
と
位
置
づ
け
て
も
差
し
支
え
な
い
が
、
言
語
的
隔
た
り
が
比
較

的
大
き
い
こ
と
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
グ
ル
ジ
ア
人
か
ら
の
個
人
的
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
メ
グ
レ
リ
人
と
ダ
リ
ア
人
は
一
種
の
地
域
的
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
実
際
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

時
か
ら
「
ダ
リ
ア
人
平
メ
グ
レ
リ
人
」
の
対
抗
球
技
会
で
双
方
が
愛
郷
心
を
発
揚
さ
せ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ダ
リ
ア
で
は
メ
グ
レ

リ
人
の
評
判
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
悪
評
の
一
因
は
「
働
き
過
ぎ
」
に
あ
る
が
、
家
畜
泥
棒
の
容
疑
者
と
し
て
も
メ
グ
レ
リ
重
曹
牧
者
に
嫌
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
メ
グ
レ
リ
人
遊
牧
者
は
毎
夏
ダ
リ
ア
・
ア
チ
ャ
ラ
を
訪
れ
る
の
だ
が
、
メ
グ
レ
リ
人
1
1
家
畜
泥
棒
と
い
う
ス
テ
レ
オ
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バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

タ
イ
プ
は
ア
チ
ャ
ラ
に
も
流
布
し
て
い
た
。

　
ポ
テ
ィ
は
メ
グ
レ
リ
地
方
の
港
で
、
鉄
道
も
通
じ
て
お
り
、
グ
ル
ジ
ア
の
第
二
の
港
と
な
っ
て
い
た
。
港
湾
労
働
者
と
し
て
は
ダ
リ
ア
人
が

活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
は
バ
ト
ゥ
ミ
と
同
様
に
組
合
を
形
成
し
、
一
八
九
七
年
頃
に
は
「
タ
タ
ー
ル
」
に
代
わ
っ
て
港
湾
荷
役
作
業
を
仕
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
一
九
〇
五
年
五
月
一
五
日
、
ダ
リ
ア
人
労
働
者
を
メ
グ
レ
リ
人
が
襲
撃
し
た
。
同
年
一
月
の
ゼ
ネ
ス
ト
後
、
ダ
リ
ア
人
労
働
者
が
職
を
独
占

し
、
引
替
え
に
三
百
人
余
り
の
メ
グ
レ
リ
人
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
二
月
に
民
族
差
別
解
消
を
要
求
し
て
交
渉
す
る
が
成
果
は
な
く
、
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
一
人
か
ら
は
悪
罵
さ
れ
た
。
こ
れ
が
メ
グ
レ
リ
人
の
敵
対
感
を
煽
っ
た
と
い
う
。
事
件
詳
細
は
不
明
だ
が
死
者
な
ど
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
事
件
は
バ
ト
ゥ
ミ
で
の
活
動
家
の
演
説
を
契
機
と
し
て
新
聞
紙
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
五
月
二
六
ヨ
、
委
員
会
創
立
以

来
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ダ
リ
ア
人
チ
ヒ
ク
ヴ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ
が
、
街
頭
演
説
で
事
件
に
言
及
し
た
。
彼
は
メ
グ
レ
リ
人
労
働
者
が
パ
リ
の
グ
ル
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
煽
動
さ
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
政
府
の
民
族
離
間
策
に
荷
担
し
て
い
る
と
主
張
し
、
「
民
族
自
治
打
倒
！
彼
ら
と
戦

お
う
！
」
と
締
め
く
く
っ
た
と
い
う
。

　
艮
族
主
義
的
知
識
人
の
サ
ボ
キ
ア
が
こ
れ
を
聞
き
餐
め
た
。
彼
は
日
刊
咽
情
報
紙
葉
』
で
演
説
を
要
約
し
た
後
、
「
そ
の
よ
う
な
人
物
が
い

る
と
す
れ
ば
、
全
て
の
自
治
論
者
に
と
っ
て
の
恥
辱
で
あ
る
。
そ
の
裏
切
り
者
の
名
を
是
非
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
暗
に
主
張
の
正
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
の
後
『
情
報
紙
葉
』
編
集
部
に
は
チ
ヒ
ク
ヴ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ
を
弾
劾
す
る
二
通
の
投
書
が
届
き
、
紙
面
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
一
通
は
差
出
人
を
「
ポ
テ
ィ
の
労
働
者
三
百
人
の
弁
護
人
」
と
題
し
、
三
〇
名
の
連
署
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
投
書
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
自
治
論
者
の
煽
動
」
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。

　
ダ
リ
ア
在
住
の
チ
ヒ
ク
ヴ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ
も
、
同
紙
に
反
論
を
送
る
（
掲
載
は
さ
れ
ず
紹
介
の
み
に
終
わ
っ
た
が
）
と
と
も
に
、
社
寺
系
の
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

刊
『
旅
人
』
に
回
答
を
寄
せ
、
「
自
治
論
者
の
煽
動
」
と
い
う
主
張
は
保
ち
つ
つ
、
「
公
表
の
危
険
性
」
か
ら
論
争
は
望
ま
な
い
、
と
し
て
い
る
。

翌
週
の
号
に
も
無
署
名
の
糾
弾
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
メ
グ
レ
リ
人
の
出
稼
ぎ
が
増
加
し
た
の
は
不
況
の
深
刻
化
し
た
〇
四
年
か
ら
で
あ
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り
、
既
得
権
を
形
成
し
て
い
た
ダ
リ
ア
人
に
対
し
て
供
給
過
剰
に
な
っ
た
た
め
、
不
満
が
募
り
「
黒
百
人
組
」
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
、
と
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
と
と
も
に
、
組
合
は
既
に
メ
グ
レ
リ
人
の
加
入
権
も
認
め
て
い
た
、
と
釈
明
し
て
い
る
。
双
方
と
も
調
停
裁
判
所
で
の
裁
定
を
望
ん
で
い

る
が
、
お
そ
ら
く
「
自
治
論
者
の
煽
動
」
は
ダ
リ
ア
人
側
の
創
出
し
た
幻
影
で
あ
ろ
う
。
チ
ヒ
ク
ヴ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ
自
身
、
二
月
の
交
渉
時
に
労

働
請
負
人
が
メ
グ
レ
リ
人
を
罵
倒
し
た
こ
と
が
衝
突
の
一
因
に
な
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
。

　
当
時
既
に
農
村
部
向
け
の
「
イ
メ
レ
テ
ィ
匪
メ
グ
レ
リ
委
員
会
」
が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
社
民
系
組
織
は
メ
グ
レ
リ
人
を
も
手
中
に
収

　
　
　
　
　
⑳

め
つ
つ
あ
っ
た
。
管
見
の
限
り
で
は
公
然
た
る
衝
突
は
こ
の
事
件
以
外
に
は
な
い
。
だ
が
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
「
労
働
者
」
と
い
っ
た
表
象
が
微

妙
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
事
件
は
見
事
に
示
し
て
い
る
。
民
族
主
義
系
・
社
民
系
紙
の
論
調
が
い
ず
れ
も
、
こ
の
事
件
の
公
開
は
「
必
ず

し
も
望
ま
し
く
な
い
」
と
し
て
い
る
の
は
興
昧
深
い
。
運
動
主
体
を
グ
ル
ジ
ア
「
民
族
」
と
す
る
に
せ
よ
、
労
働
者
「
階
級
」
と
す
る
に
せ
よ
、

こ
の
事
件
は
運
動
内
部
の
亀
裂
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。
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西
グ
ル
ジ
ア
の
革
命
運
動
は
、
実
質
的
に
ダ
リ
ア
人
主
導
で
進
ん
だ
。
し
か
し
運
動
は
「
労
働
運
動
」
と
し
て
表
象
さ
れ
、
ダ
リ
ア
人
の
主

観
と
し
て
も
「
全
ロ
シ
ア
の
運
動
」
と
の
一
体
感
は
強
く
保
た
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
ダ
リ
ア
人
の
行
動
は
、
他
の
民
族
集
団
に
と

っ
て
独
善
的
な
も
の
と
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
し
て
の
行
動
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル

メ
ニ
ア
人
の
眼
に
は
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
だ
と
し
て
も
、
メ
グ
レ
リ
人
の
眼
に
は
「
ダ
リ
ア
人
」
だ
っ
た
の
だ
。
単
純
に
労
働
運
動
が
「
グ
ル
ジ

ア
人
」
の
昆
族
的
欲
望
を
吸
収
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

①
ご
鴨
忌
▼
6
0
ω
．
㎝
」
c
。
（
翼
9
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〇
〇
）
．

②
↓
。
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四
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Φ
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Φ
8
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．
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一
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り
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①
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④
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ミ
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．
O
H
y
東
グ
ル
ジ
ア
の
イ
メ
レ
テ
ィ
地
方
な
ど
の
住

　
民
は
帝
国
統
計
な
ど
で
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
（
自
称
は
カ
ル
ト
リ
）
と
は
別
民
族
と



バトゥミの出稼ぎダリア入（伊藤）

　
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
い
っ
た
用
語
法
が
出
て
い
る
。

⑥
鶏
担
。
」
ω
。
。
畠
ω
刈
（
螺
ρ
0
ω
y
N
鳴
＆
琳
幕
舞
σ
Q
σ
Q
’
δ
・
刈
①
（
客
。
■
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）
等
を
参
照
。

⑦
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．
お
．

⑧
↓
。
。
餌
α
q
叫
鼠
。
。
げ
叢
陣
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Φ
儒
シ
α
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α
q
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6
0
課
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冨
。
．
刈
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ば
ミ
リ
α
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客
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．
ミ
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参
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．
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Φ
e
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α
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α
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念
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b
。
合
（
客
ρ
＝
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）
■

⑬
ミ
は
、
十
人
組
（
細
胞
）
の
代
表
以
上
の
地
位
に
い
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
い

　
な
い
と
し
て
い
る
。

⑭
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8
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タ
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工
場
で
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
グ
ル
ジ
ア
人
の
¶
覚
醒
し
た
労
働
者
」
二
七

　
名
の
解
雇
に
対
す
る
抗
議
。
こ
れ
に
は
ム
ス
リ
ム
系
労
働
者
の
門
未
覚
醒
」
が
暗

　
示
さ
れ
て
い
る
。

⑰
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．
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．
巴
鎮
、
陣
ω
び
乱
8
謙
唱
巨
。
。
Φ
目
客
。
’
匿
畠
ω
（
巳
O
心
．
回
O
．
ご
㌔
、
沁
貴

　
一
露
ω
’
累
。
．
μ
α
Q
σ
Q
．
ω
ω
蒔
・
ω
伊
黛
σ
q
α
q
「
ω
課
－
ω
呂
．

⑱
穿
ヨ
び
践
N
Φ
甲
．
．
9
⑦
邑
ヨ
。
膨
Q
。
幕
σ
普
喫
、
“
σ
Q
σ
q
．
Φ
鉢
・
Φ
①
■

⑲
＜
欝
鵠
器
ρ
⇔
尊
。
§
雲
§
§
§
り
ρ
8
曲
卜
。
．

⑳
↓
器
α
q
費
⑦
蕗
く
更
①
店
■
）
”
α
Q
．
δ
ω
（
駕
ρ
G
”
Q
o
）
．
§
鳶
3
お
O
ω
辱
9
属
（
客
ρ
き
）

第
四
章
　
民
族
衝
突
の
回
避
”
ア
チ
ャ
ラ
人
と
の
和
解

　
も
参
照
。

⑳
他
の
事
例
と
し
て
、
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ス
ク
で
の
ダ
リ
ア
移
民
に
つ
い
て
肉
・
§
獄

　
一
。
。
⑩
メ
客
ρ
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、
ま
た
次
節
を
参
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。

⑳
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N
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舞
§
w
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．

⑳
　
行
政
区
分
上
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セ
ナ
キ
郡
と
ズ
グ
デ
ィ
デ
ィ
郡
。
自
称
は
マ
ル
グ
レ
リ
、
ロ
シ

　
ア
語
・
英
語
な
ど
の
慣
用
で
は
ミ
ン
グ
レ
リ
ア
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
グ
ル
ジ
ア
語

　
に
準
拠
す
る
。

⑳
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語
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宕
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§
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ミ
ミ
§
§
”
ρ
干
る
Q
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「

一
九
〇
五
年
二
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
、
バ
ク
ー
で
警
察
の
民
族
離
間
煽
動
の
結
果
、
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
が
起
こ
り
、
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双
方
の
死
者
三
〇
〇
名
以
上
を
記
録
す
る
。
こ
れ
以
後
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ム
ス
リ
ム
と
は
相
互
に
敵
意
を
増
幅
さ
せ
つ
つ
ザ
カ
フ
カ
ス
各
地
で

　
　
　
　
　
①

衝
突
を
繰
返
す
。
バ
ク
ー
で
は
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
）
の
敵
意
の
対
象
は
専
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

キ
リ
ス
ト
教
徒
金
体
に
敵
意
を
拡
大
す
る
雷
説
も
散
見
さ
れ
た
よ
う
だ
。
ま
た
例
え
ば
チ
フ
リ
ス
で
は
反
ユ
ダ
ヤ
的
風
潮
と
結
合
し
、
　
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
は
市
内
の
主
要
な
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
に
白
墨
で
印
が
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。

　
バ
ト
ゥ
ミ
で
は
ム
ス
リ
ム
と
他
民
族
と
の
虐
殺
“
衝
突
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
だ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
恐
怖
は
色
濃
く
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
れ
る
。
社
民
系
知
識
人
は
ム
ス
リ
ム
を
「
啓
蒙
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
反
動
勢
力
に
利
用
さ
れ
や
す
い
、
狂
信
的
」
集
団
と
見
て
い
た
。
お
そ

ら
く
風
俗
習
慣
の
差
異
も
あ
っ
て
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
宣
伝
活
動
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
比
べ
後
れ
て
い
た
。
バ
ト
ゥ

ミ
・
ダ
リ
ア
の
委
員
会
は
共
に
、
〇
五
年
ま
で
ア
チ
ャ
ラ
で
目
立
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
だ
が
ア
チ
ャ
ラ
の
農
民
は
最
終
的
に
は
革
命
運
動
に
参
加
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
優
位
の
運
動
の
敵
対
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
主
に

ダ
リ
ア
人
の
回
想
に
依
拠
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
「
憩
解
」
の
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。
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バ
ク
ー
の
民
族
衝
突
が
警
察
の
煽
動
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
当
時
か
ら
公
然
の
秘
密
だ
っ
た
。
バ
ク
ー
で
も
チ
フ
リ
ス
で
も
虐
殺
犠
牲
者
の

追
悼
集
会
は
当
局
へ
の
抗
議
集
会
と
化
し
て
い
る
。
バ
ト
ゥ
ミ
で
も
、
二
月
二
〇
日
に
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
境
内
と
路
上
で
大
集
会
が
開
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

軍
・
警
察
と
の
衝
突
で
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
集
会
で
率
先
し
て
警
察
と
衝
突
し
た
の
は
主
に
グ
ル
ジ
ア
人
労
働
者
だ

っ
た
ら
し
い
。
死
者
五
名
の
う
ち
四
名
、
負
傷
者
曲
名
の
う
ち
五
名
、
ま
た
逮
捕
者
一
五
名
の
う
ち
一
二
名
が
グ
ル
ジ
ア
人
の
名
を
も
つ
こ
と

　
　
　
　
　
⑥

が
確
認
さ
れ
る
。
グ
ル
ジ
ア
人
の
記
録
の
た
め
ア
ル
メ
ニ
ア
人
死
傷
者
に
対
す
る
記
述
漏
れ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会

に
と
っ
て
も
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
が
「
反
動
勢
力
の
煽
動
」
と
し
て
抗
議
す
べ
き
事
件
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

主
義
的
革
命
組
織
ダ
シ
ナ
ク
ツ
チ
ュ
ン
も
、
こ
の
時
の
軍
隊
発
砲
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
ド
ブ
ル
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
に
心
乱
文
書
を
届
け
て
い
る
。

　
同
様
の
衝
突
は
六
月
五
日
に
も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
日
、
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
で
の
民
族
衝
突
発
生
の
報
せ
が
バ
ト
ゥ
ミ
に
も
た
ら
さ
れ
た
。



バトウミの出稼ぎダリア人（伊藤）

日
曜
日
で
、
市
の
庭
園
で
は
軍
楽
隊
が
演
奏
中
だ
っ
た
。
若
者
た
ち
が
哀
悼
の
た
め
の
軍
楽
停
止
を
要
求
す
る
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
記
録
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
ロ
シ
ア
人
一
名
が
逮
捕
、
グ
ル
ジ
ア
人
二
名
が
重
傷
を
負
っ
て
い
る
。
民
族
衝
突
に
対
し
て
運
動
側
は
、
い
さ
さ
か
過
敏
と
も
思
え
る
反
応

を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
二
月
に
は
ア
チ
ャ
ラ
農
村
で
も
動
き
が
あ
る
。
郡
庁
所
在
地
ケ
ダ
に
二
千
名
の
武
装
し
た
農
民
が
集
ま
り
、
政
府
諸
機
関
を
占
拠
し
、

皇
膏
の
肖
像
を
破
壊
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
一
月
以
来
の
出
稼
労
働
者
の
宣
伝
活
動
の
成
果
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
集
会
は
有
力
地
主
ジ
ェ
マ

ル
聾
ベ
ク
・
ヒ
ム
シ
ア
シ
ヴ
ィ
リ
の
説
得
で
収
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
マ
ル
ー
ー
ベ
ク
は
～
八
世
紀
以
来
の
ア
チ
ャ
ラ
の
支
配
的
家
系
の
末
喬
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ア
チ
ャ
ラ
農
村
の
間
に
高
い
権
威
を
有
し
て
い
た
。
ア
チ
ャ
ラ
農
民
へ
の
宣
伝
活
動
は
、
西
グ
ル
ジ
ア
他
地
域
ほ
ど
の
成
功
を
収
め
て
は
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
五
月
に
は
ア
チ
ャ
ラ
で
民
族
衝
突
の
萌
芽
的
事
件
が
起
こ
る
。
五
月
一
五
日
、
ア
チ
ャ
ラ
の
村
が
盗
賊
に
略
奪
さ
れ
、
モ
ッ
ラ
ー
・
メ
メ

ド
・
エ
フ
ェ
ン
デ
イ
・
グ
ル
チ
H
オ
ウ
リ
ほ
ザ
ー
デ
が
殺
害
さ
れ
た
。
殺
害
者
は
グ
ル
ジ
ア
人
か
ア
ル
メ
ニ
ア
人
だ
と
宣
伝
さ
れ
た
。
上
ア
チ

ャ
ラ
の
膚
力
ベ
ク
等
が
集
会
を
開
き
、
バ
ト
ゥ
ミ
市
に
三
日
以
内
の
犯
人
引
渡
し
を
要
求
し
、
「
さ
も
な
く
ば
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
襲
撃
す
る
」

　
　
　
　
⑩

と
脅
迫
し
た
。
敵
意
の
対
象
が
ア
ル
メ
ニ
ア
入
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
グ
ル
ジ
ア
人
義
賊
膳
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
が
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

殺
行
為
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
、
ア
チ
ャ
ラ
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
革
命
前
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
敵
対
感
が
比
較
的
薄
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
バ
ク
ー
の
事
件
の
影
響
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
事
件
に
対
し
て
は
ク
タ
イ
シ
県
と
バ
ト
ゥ
ミ
州
の
代
表
、
そ
し
て
「
全
て
の

グ
ル
ジ
ア
人
高
位
ム
ス
リ
ム
」
が
調
停
に
乗
り
出
し
、
集
会
は
混
乱
無
く
解
散
し
た
と
い
う
。
当
局
自
体
は
中
立
の
立
場
を
保
っ
た
が
、
ジ
ェ

マ
㌃
ベ
ク
が
対
立
を
煽
っ
た
ら
し
晦
・

　
七
月
に
は
「
ム
ス
リ
ム
兄
弟
よ
！
」
と
題
さ
れ
た
ビ
ラ
が
出
圓
る
。

　
　
数
年
も
前
か
ら
、
我
々
の
隣
入
た
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
グ
ル
ジ
ア
人
が
、
反
政
滋
養
人
間
に
唆
さ
れ
て
国
家
体
制
転
覆
を
指
向
し
、
こ
の
思
想
に
よ
っ
て

　
　
団
結
し
、
消
え
つ
つ
あ
る
ム
ス
リ
ム
へ
の
敵
意
を
再
燃
さ
せ
始
め
て
い
る
。
バ
ク
ー
・
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ト
ポ
リ
県
・
エ
レ
ヴ
ァ
ン
近
郊
な
ど
で
も
そ
う
だ
。
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彼
ら
は
全
く
罪
の
な
い
ム
ス
リ
ム
を
愚
弄
し
、
そ
の
名
誉
と
良
心
を
辱
め
て
い
る
。
同
時
に
彼
ら
は
、
そ
の
背
信
的
赤
色
言
辞
と
偽
善
的
活
動
で
ム
ス
リ

　
　
ム
を
破
滅
の
深
淵
に
導
い
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

奥
付
は
「
ム
ス
リ
ム
組
織
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
革
命
へ
の
反
対
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
も
対
抗
ビ
ラ
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

布
さ
せ
る
が
、
文
面
は
雑
誌
か
ら
の
引
用
だ
っ
た
。

　
委
員
会
は
一
〇
月
一
六
日
に
は
グ
ル
ジ
ア
語
ビ
ラ
「
ア
チ
ャ
ラ
人
た
ち
よ
！
」
を
出
し
て
い
る
。

　
　
諸
君
が
自
ら
の
同
胞
を
虐
殺
し
、
そ
の
後
警
察
が
以
前
同
様
諸
君
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
そ
の
結
果
、
諸
君
と
そ
の
家
族
に
何
ら

　
　
か
の
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
兄
弟
の
血
に
ま
み
れ
た
パ
ン
切
れ
が
果
た
し
て
人
間
を
益
す
る
だ
ろ
う
か
？
否
、
同
志
よ
、
嘘
つ
き
警
官
た
ち
を
信
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
て
は
な
ら
な
い
。
諸
君
の
兄
弟
の
側
、
諸
君
と
同
様
に
貧
し
き
人
々
の
側
に
立
て
。

こ
の
言
説
は
ア
チ
ャ
ラ
人
を
「
姑
息
に
唆
さ
れ
た
虐
殺
者
」
と
安
易
に
同
一
視
し
て
い
る
が
、
五
月
の
事
件
や
ザ
カ
フ
カ
ス
全
域
の
状
況
を
考

え
れ
ば
、
委
員
会
の
警
戒
心
は
理
解
で
き
る
。
既
に
八
月
に
は
、
バ
ク
ー
で
は
二
度
目
の
民
族
衝
突
で
運
動
と
石
油
産
業
が
大
打
撃
を
蒙
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
和
解
へ
の
動
き
も
ア
チ
ャ
ラ
人
の
側
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
九
月
末
、
ダ
リ
ア
に
二
人
の
ア
チ
ャ
ラ
人
が
訪
れ
、
ジ
ェ
マ
ル
ー
ー
ベ
ク
と
テ
ム
ル
匪
ベ
ク
某
と
の
土
地
係
争
の
仲
介
を
依
頼
す
る
。
ダ
リ
ア

農
村
で
は
難
色
も
示
さ
れ
る
が
、
結
局
ム
ゲ
ラ
ゼ
等
数
名
が
ア
チ
ャ
ラ
の
ゴ
ル
ジ
ョ
ミ
村
へ
派
遣
さ
れ
た
。
深
夜
に
村
に
着
い
た
ム
ゲ
ラ
ゼ
は

翌
早
朝
の
村
の
第
一
印
象
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
　
我
々
が
新
た
に
発
見
し
た
の
は
、
ダ
リ
ア
人
が
ア
チ
ャ
ラ
人
を
恐
れ
る
よ
う
に
、
ア
チ
ャ
ラ
人
も
我
々
を
恐
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
我
々
の
姿

　
　
を
認
め
る
と
、
怯
え
た
口
調
で
遠
く
か
ら
「
あ
ん
た
た
ち
は
ダ
リ
ア
の
暴
徒
た
ち
げ
轟
け
二
九
ぼ
で
は
な
い
か
！
」
と
問
う
て
き
た
の
だ
。
し
か
し
、
我
々

　
　
は
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
者
だ
か
ら
、
そ
ん
な
考
え
は
捨
て
て
く
れ
、
と
安
心
さ
せ
る
と
、
「
ア
ラ
ー
に
感
謝
！
そ
れ
な
ら
安
心
し
た
よ
」
と
言
う
の
だ
っ

　
　
　
⑯

　
　
た
。
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バトゥミの出稼ぎグリァ人（伊藤）

相
互
の
警
戒
心
は
相
当
な
程
度
に
ま
で
達
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ダ
リ
ア
人
と
ア
チ
ャ
ラ
人
が
相
互
に
「
他
者
」
同
士
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
興

味
深
い
回
想
で
あ
る
。

　
九
月
二
九
日
、
ム
ゲ
ラ
ゼ
等
は
フ
ロ
村
で
「
上
ア
チ
ャ
ラ
全
域
の
貴
顕
」
に
取
り
巻
か
れ
る
中
、
民
族
対
立
煽
動
者
と
さ
れ
た
ジ
ェ
マ
ル
ー
ー

ベ
ク
そ
の
人
と
会
見
す
る
。
ジ
ェ
マ
ル
嗣
ベ
ク
の
方
か
ら
「
和
解
」
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
で
、
む
し
ろ
こ
れ
が
会
見
の
本
題
と
な
っ
た
。

彼
は
自
ら
の
長
子
二
名
を
人
質
と
し
て
委
ね
、
金
銭
・
食
料
・
弾
薬
・
武
器
の
援
助
を
申
し
出
て
い
る
。

　
ジ
ェ
マ
ル
ロ
ベ
ク
は
最
後
に
条
件
と
し
て
「
た
だ
し
、
ダ
リ
ア
人
が
私
を
殺
さ
ぬ
限
り
に
お
い
て
。
私
は
命
が
惜
し
い
。
だ
が
こ
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

行
動
す
れ
ば
、
私
が
九
人
目
の
兄
弟
だ
と
分
か
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
た
と
い
う
。
ダ
リ
ア
人
に
よ
る
暗
殺
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼

に
対
す
る
運
動
側
の
攻
撃
的
煽
動
が
類
推
さ
れ
る
。
彼
は
運
動
の
隆
盛
状
況
を
見
て
、
生
き
残
る
道
と
思
わ
れ
た
も
の
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

翌
三
〇
日
は
ム
ス
リ
ム
の
休
日
た
る
金
曜
日
だ
っ
た
が
、
モ
ス
ク
で
大
集
会
が
行
わ
れ
、
ア
チ
ャ
ラ
か
ら
ダ
リ
ア
へ
の
援
助
と
、
ダ
リ
ア
人
に

よ
る
ア
チ
ャ
ラ
の
治
安
維
持
が
約
束
さ
れ
た
。

　
同
じ
く
秋
頃
に
、
バ
ト
ゥ
ミ
在
住
の
有
力
ベ
ク
、
ア
ス
ラ
ン
ー
ー
ベ
ク
・
ア
バ
シ
ゼ
も
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
に
協
力
を
申
し
出
て
い
る
。
彼
は
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

命
敗
北
後
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
逃
亡
し
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
間
も
な
い
〇
六
年
年
初
に
は
、
バ
ト
ゥ
ミ
と
ダ
リ
ア
の
運
動
は
懲
罰
軍
侵
攻
に
よ
っ
て
そ
の
力
を
失
う
。
そ
の
た
め
ア
チ
ャ
ラ
人
と

ダ
リ
ア
人
と
の
「
和
解
」
の
程
度
を
測
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
と
も
か
く
も
、
ア
チ
ャ
ラ
地
方
に
お
い
て
は
虐
殺
1
1
衝
突
は
圃
避
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
ア
チ
ャ
ラ
人
と
ダ
リ
ア
人
と
の
対
立
は
、
ザ
カ
フ
カ
ス
全
域
の
民
族
衝
突
の
影
響
を
受
け
、
ジ
ェ
マ
ル
開
ベ
ク
に
よ
っ
て
「
創
ら
れ
た
」
も

の
だ
っ
た
。
チ
ロ
ル
を
も
武
器
と
す
る
社
畏
系
委
員
会
の
攻
撃
的
活
動
は
、
異
教
徒
ア
チ
ャ
ラ
人
に
は
特
に
脅
威
と
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ジ
ェ

マ
ル
ー
ー
ベ
ク
を
転
向
さ
せ
た
の
は
、
ダ
リ
ア
委
員
会
の
成
功
と
権
力
だ
っ
た
。
し
か
し
逆
に
委
員
会
側
か
ら
見
れ
ば
、
出
稼
労
働
者
の
宣
伝
活
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動
も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
最
終
的
に
ム
ス
リ
ム
の
権
威
を
運
動
に
取
り
込
む
戦
略
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
、
ア
チ
ャ
ラ
と
他
地

域
と
の
断
絶
が
窺
わ
れ
る
。
人
質
の
申
し
出
・
交
換
条
件
と
し
て
の
「
治
安
維
持
」
な
ど
に
は
、
委
員
会
が
マ
フ
ィ
ア
的
な
権
威
と
行
動
様
式

を
纏
っ
て
い
た
こ
と
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
ア
チ
ャ
ラ
人
か
ら
そ
う
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。

　
し
か
し
こ
こ
に
は
、
ム
ス
リ
ム
へ
の
断
絶
感
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
堕
落
し
た
グ
ル
ジ
ア
人
」
の
統
合
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。
「
兄
弟
」
と
言
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
労
働
者
・
農
民
」
と
い
う
階
級
関
係
を
想
定
し
た
「
兄
弟
」
だ
っ
た
。
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シ
ゼ
は
現
在
の
ア
チ
ャ
ラ
の
支
配
下
ア
ス
ラ
ン
・
ア
バ
シ
ゼ
の
祖
先
で
あ
り
、
そ

　
の
た
め
歴
史
叙
述
上
も
過
大
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
〉
冨
乱
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こ
う
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
メ
グ
レ
リ
や
ア
チ
ャ
ラ
が
ダ
リ
ア
・
バ
ト
ゥ
ミ
の
運
動
と
和
解
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
後
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バトゥミの出稼ぎダリア人（伊藤）

に
は
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
い
う
同
族
意
識
が
働
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
西
グ
ル
ジ
ア
に
お
け
る
革
命
運
動
の
隆
盛
は
民
族
的
等
質
性
に
起
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
い
る
の
だ
、
と
。
実
際
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
等
質
性
を
西
グ
ル
ジ
ア
の
農
民
運
動
隆
盛
の
一
因
に
挙
げ
て
い
る
。
確
か
に
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
に
お
い
て
は
等
質
性
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ア
チ
ャ
ラ
人
は
ダ
リ
ア
入
と
概
ね
問
題
な
く
意
志
疎
通
で
き
た
が
、

そ
れ
は
例
え
ば
東
グ
ル
ジ
ア
東
部
に
混
住
す
る
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
系
ム
ス
リ
ム
と
の
問
に
は
望
み
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
比
較
的
等
質
な
西
グ
ル
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
な
る
枠
組
自
体
が
所
与
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
本
稿
で
充

分
証
明
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
敢
え
て
言
え
ば
、
運
動
主
体
は
罠
族
集
団
的
に
は
「
ダ
リ
ア
人
」
に
最
も
近
か
っ
た
。
メ
グ
レ
リ
人
、
ア
チ
ャ
ラ
人

と
の
関
係
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
民
族
」
（
グ
ル
ジ
ア
人
）
と
い
う
原
理
は
集
団
形
成
の
原
理
と
し
て
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル

ジ
ア
人
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
ロ
シ
ア
人
に
比
し
て
劣
位
に
あ
っ
た
と
い
う
図
式
も
、
バ
ト
ゥ
ミ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
市
政
的
に
も
、
労
働
者

の
地
位
と
い
う
点
で
も
、
グ
ル
ジ
ア
人
は
む
し
ろ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
立
場
に
あ
っ
た
。
運
動
の
背
後
に
毘
族
的
不
満
を
仮
定
す
る
必
要
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
は
じ
め
に
」
で
見
た
よ
う
に
、
同
時
期
か
ら
「
民
族
的
利
益
伏
在
論
」
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ

リ
ア
人
を
中
心
と
す
る
社
会
民
主
労
働
党
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
の
活
動
は
、
他
民
族
（
主
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
ロ
シ
ア
人
）
か
ら
は
「
グ
ル
ジ
ア
人

の
活
動
」
と
見
ら
れ
た
。
そ
の
結
束
力
の
強
さ
と
攻
撃
的
活
動
は
、
非
グ
ル
ジ
ア
人
や
外
部
の
眼
に
と
っ
て
し
ば
し
ば
脅
威
に
映
っ
た
の
で
あ

る
。
実
際
上
も
、
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
に
は
出
稼
ぎ
ダ
リ
ア
人
の
同
郷
人
集
団
的
性
格
が
強
く
、
そ
の
結
果
必
然
的
に
ダ
リ
ア
人
へ
の
身
贔
屓
も

見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
更
に
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
言
語
的
差
異
も
大
き
な
障
壁
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
バ
ト
ゥ
ミ

委
員
会
が
、
ひ
い
て
は
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
が
労
働
運
動
の
「
独
裁
者
」
と
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
バ
ト
ゥ
ミ
委
員
会
が
完
全

に
閉
鎖
的
な
ダ
リ
ア
人
組
織
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
運
動
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
へ
の
抗
議
な
ど
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
は
超

民
族
的
側
面
も
見
せ
て
い
る
。

　
「
民
族
的
利
益
伏
在
論
」
が
専
ら
「
グ
ル
ジ
ア
人
」
に
対
し
て
他
民
族
が
抱
い
た
図
式
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
グ
ル
ジ
ア
人
活
動
家
の
側
に
対

33 （535）



応
ず
る
図
式
を
看
取
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
民
族
対
立
・
民
族
衝
突
を
通
じ
て
ム
ス
リ
ム
（
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
）
が
「
反
革
命
の
道
具
」
と
し

て
使
わ
れ
た
、
と
い
う
図
式
が
、
当
時
の
社
民
系
知
識
人
の
基
本
的
認
識
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
族
主
義
的
運
動
の
裏
に
政
治
的
（
階
級
的
）

策
動
が
あ
る
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
こ
の
論
理
を
単
純
に
転
倒
す
れ
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
」
政
治
運
動
の
裏
に
民
族
的
利
害
が
あ
っ
た
、

と
い
う
も
の
に
な
る
。
だ
が
ど
ち
ら
も
、
結
果
的
に
利
用
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
程
度
正
し
い
と
し
て
も
、
実
際
の
運
動
過
程
に
即

し
て
成
り
立
つ
議
論
で
は
な
い
。

　
「
民
族
」
と
「
階
級
」
と
い
う
二
つ
の
「
想
像
の
共
同
体
」
は
、
ど
ち
ら
も
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

同
時
に
ど
ち
ら
も
安
易
な
本
質
化
が
危
険
な
概
念
で
あ
る
。
単
純
に
一
方
の
裏
面
に
「
真
の
意
図
」
と
し
て
他
方
を
見
る
の
で
は
な
く
、
双
方

を
問
題
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
グ
ル
ジ
ア
人
の
「
首
府
」
チ
フ
リ
ス
の
労
働
運
動
の
状
況
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
の
活
動
と
の
比
較
も
、
同
時
期
の
ザ
カ
フ
カ
ス
の
政
治
運
動
、
ひ
い
て
は
異
文
化
問
の
対
話
と
対

立
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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The　Gurian　Seasonal　Workers　in　Batoum　：　Labor　Movement

　　　　　　　　　　and　Ethnic　Factors　in　1905　Revolution

by

ITO　Junji

　　Georgia　was　peculiar　in　Tsarist　Russia　in　that，　though　most　Georgians　are

peasants，　the　Marxist　party　Menshevik　was　so　powerful　that　it　became　GeorgiaR

“national　party”．　The　starting　point　of　Menshevilc　hegemony　was　the　peasant

movement　in　westem　Georgia，　especia且y　Guria　prov血ce．　G面an　peasant

movement　was　tightly　connected　with　the　labor　movement　of　Batoum　（Batumi），

the　oil　port　of　neighboring　Achara　province，　through　migrant　workers．

　　Achara　province　was　annexed　by　Tsarist　Russia　from　the　Ottoman　empire　in

1878．　Acharans　in　village　were　Georgian　in　language，　but　Muslim　in　religion，　in

contrast　that　other　“Georigians”　were　orthodox．　So　Gurian　（＝Georgian）　workers，

which　had　become　the　main　part　of　rnigi　ant　workers　in　Batoum，　had　little　ties　with

Acharan　peasants．

　　in　Batoum　aggressive　labor　movement　fiou1ished，　especially　after　the　general

stnke　（March　1902），　which　took　place　under　the　engagement　of　Stalin　and

witnessed　over　15　workers　killed．　This　strike　also　caused　the　send－back　of

hundreds　of　Gurian　migrant　workers，　who　became　one　of　the　initiators　of　Gurian

peasant　movement．　Henceforth　the　Batoum　cornmittee　of　the・Russian　Social

Democratic　Workers’　Party　enjoyed　high　authority　and　powers　over　the　Batoum

workers，　which　was　sometimes　seen　as　even“（hctatorial”bef6re　and　du血g　1905

revolution．　The　main　participants　of　the　comrnittee　were　Gurian　migrant

wo］rkers．　The　main　weapons　were　terrohsm，　which　was　seen　deノ船棚tactics　of

the　committee，　and　the　provincial　ties　of　Gurian　workers．

　　The　Armenian　massacre　in　Baku　（February　1905）　had　increased　the　infiuence　of

ethnic　problematics　in　Transcaucasia．　The　committee　was　also　seen　as　ethnically

impartial　in　the　eyes　of　non－Georgians．　ln　fact，　Armenian　workers　and　Georgian

workers　had　confhcted　several　times　befbre　1905．　The　ethnic血terests　of

“Georgians”，　however，　did　not　cause　the　authorky　of　the　committee　arnong

Gurians．　In　Poti，　a　neighbo血g　port　of　Batoum，　Gurian　workers　and　Mingre韮an

workers　confiicted，　both　of　which　were　seen　as　sub－units　ef　“Georgians”．

Moreover，　Acharans，　or　“Muslim　Georgians”　generady　stood　in　opposition　to
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revolubonary　movements，　which　were　mainly　taken　part　in　by　Gurians　and　other

Christians．　The　menace　of　the　massacre　was　at　iast　taken　over，　when　an

Acharan　influential　bek　compromised　to　the　committee，　seeing　its　substantial

power．　The　committee　also　took　actions　to　Annenians，　who　had　a　strong

nationalist－revolutionary　organisation．

　　Therefore，　the　Batoum　cornmittee　can　be　said　to　have　been　de　facto　Gurian

organisation3　not　Georgian，　though　it　insisted　on　its　internationalism．　We　need

not　to　overlap　Georgian　national　interests　to　the　hegemony　of　the　Batoum

committee．　The　comrnonly　accepted　theory　has　supposed　that　Marxism

overlapped　the　Georgian　national　interests．　But　this　theory　rather　refiects　the

non－Georgian　view　in　that　era．　The　ethnic　factors，　as　well　as　class　factors，

should　not　be　seen　as　“the　hidden　essential　detemiinant”．

The　Lineage　of　the　lmperial　Throne　in　the　Heian　Period　：　ln　Connection

　　　　　　　　　　　　with　the　Hereditary　Treasures　of　Err｝perors

by

OKAMURA　Sachiko

　　In　the　Heiar｝　period，　the　lmperial　throne　was　succeeded　not　only　by　the　son，

but　by　the　Emperor’s　brother　or　his　cousin，　so　the　lineage　of　the　lmpertal　throne

was　complicated．　The　purpose　of　this　study　is　to　investigate　how　the　emperor

evaluated　his　own　lineage，　and　how　the　complicated　lineage　was　systematized．

Ar｝d　in　order　to　investigate　these　themes，　the　author　considers　how　the　hereditary

treasures　of　emperors　were　transfered，　because　these　treasures　generaHy

bestowed　the　authority　of　the　throne．

　　The　author　shows　that　the　system　of　preservation　and　management　of　the

treasures　changed　in　the　period　of　the　Emperor　Uda（宇多）and　Daigo（醍醐），

because　they　recognized　the　value　of　the　treasures　as　the　symbols　of　the

authohty．　The　lineage　changed　when　the　Emperor　Yozei（陽成）abdicated　the

throne　to　the　Emperor　Koko（光孝），　father　of　Uda，　so　they　needed　a　d巌erent

authority　from　that　of　the　former　lineage．

　　The　two　lineages　were　symbolicaily　unified　by　offering　the　Dai－Sh（）ji（大床子），

which　was　one　of　the　hereditary　treasures　of　the　emperor，　from　Yozei　to　the

Emperor　Suza㎞（朱雀），　the　son　of　Daigo．　In’consequence，　the　lineage
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